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｢銀行資本の構成部分」（｢資本論」
第３部第29章）の草稿について
－第３部第１稿の第５章から－
大谷禎之介
１はじめに
本稿が取り扱うのは，マルクスの第３部第１稿の「第５章利子と企業
利得（産業利潤または商業利潤）への利潤の分裂。利子生み資本｡」のう
ち，エンゲルス版第３部の「第29章銀行資本の構成部分」に利用され
た草稿部分であり，草稿の335-339ページにあたる。本稿でも，第３部
第１稿についてのこれまでの一連の拙稿')と同様のしかたで草稿の訳文を
掲げ，それに草稿とエンゲルス版との相違を注記する。
エンゲルスがその序文で，「第27章と第29章とはほとんど原稿どおり
でよかった」と書いているように，第５篇第25章以降の他の部分に比べ
ると，この部分でのエンゲルスの手入れは相対的にわずかである。しか
し，エンゲルス版には取り入れられなかった部分もいくつか見られる。
1）以下のものを参照されたい。①「｢貨幣取扱資本」（｢資本論』第３部第１９章）
の草稿について｣，「経済志林」第50巻第３．４号，1983年。②「｢信用と架空
資本」（『資本論」第３部第25章）の草稿について（中)｣，『経済志林』第５１
巻第３号，1983年。③「｢資本主義的生産における信用の役割」（『資本論』第
3部第２７章）の草稿について｣，「経済志林」第52巻第３．４号，1985年。④
｢｢利子生み資本」（『資本論』第３部第２１章）の草稿について｣，『経済志林』
第56巻第３号，1988年。⑤「｢利潤の分割」（『資本論』第３部第22章）の草
稿について｣，『経済志林』第56巻第４号，1989年。⑥「｢利子と企業者利得」
(『資本論」第３部第２３章）の草稿について｣，「経済志林』第５７巻第１号，
1989年。⑦「｢資本関係の外面化」（『資本論」第３部第２４章）の草稿につい
て｣，「経済志林」第57巻第２号，1989年。⑧「｢貨幣資本の蓄積」（｢資本論」
第３部第２６章）の草稿について｣，『経済志林』第５７巻第４号，1990年。⑨
｢｢流通手段と資本」（｢資本論」第３部第28章）の草稿について｣，「経済志林」
第６１巻第３号，1993年。
２「5）信用。架空資本」という表題について
すでに旧稿で，エンゲルス版の第25～第35章に利用された第３部草稿
第５章第５節の表題である「信用。架空資本」のうちの「架空資本」の意
味ないし内容について論じたさいに，エンゲルス版第２９章にあたる本稿
の該当部分で述べられている架空資本についても，この語がでてくるすべ
ての箇所を引用して説明しておいた（｢｢信用と架空資本」（｢資本論」第３
部第２５章）の草稿について（上)｣，「経済志林」第５１巻第２号，１９８３
年，60-72ページ)。そこで述べたことを含めて，要点を記せば，次のと
おりである。
（１）草稿第５節全体の表題が「信用。架空資本」であるにもかかわら
ず，エンゲルスが，その冒頭部分を収めただけの彼の第２５章に「信用と
架空資本」という表題を与えたのは，この違いを意識してなされたもので
はなくて，彼が草稿でも「信用。架空資本」という表題を彼の第25章部
分に与えられたものだと誤認したことから生じたものだと推測される。
（２）エンゲルスは，この誤認のうえに立って，「架空資本」について
も論じているような第２５章をつくろうとした。そのために，草稿のこの
部分（317-320ページ）以降から５つの箇所をこの章のなかに取り入れ，
かつ彼の文章を付け加えた。なぜなら，草稿のこの部分のなかには，「架
｢銀行資本の構成部分」（『資本論」第３部第29章）の草稿について３
空資本」について触れていると考えられる箇所はほとんど存在せず，ただ
1箇所だけ，リーサムの引用のなかにこの語が出てくるだけで，しかもこ
の箇所も，この語に注目して引用されたものではないと見られるのだから
である。
（３）だから，マルクスが草稿第５節に「信用。架空資本」という表題
をつけたときに「架空資本」ということでなにを考えていたのかは，エン
ゲルス版第２５章の内容からではなく，マルクスがこれについて第５節全
体のなかのどこで，どのように論じているか，ということから理解されな
ければならない。
（４）ところが，「5）信用。架空資本」のなかで「架空資本」という語
がでてくるのは，上のリーサムからの引用を除くと，主として，マルクス
によって「Ⅱ」という表題番号がつけられた部分，つまりエンゲルス版の
第２９章であり，これ以降でもただ数箇所でてくるだけである。だから，
この語がどのような意味で使われ，どのような重要'性をもっているのか
は，これらの部分に示されていると考えるべきであろう。
（５）「Ⅱ」では，銀行業者のもとにあるmoniedcapitalの大部分は
純粋に架空なものである，ということが明らかにされ，また強調されてい
る。そのさい，この架空'性は，さまざまの異なった観点から論じられて
いた。
①いわゆる「利子生み証券」の所有者にとってそれが資本であるの
は，つまりいわゆる擬制資本は，収入の資本還元による純粋に幻想的な
観念にすぎない。
②そのなかでもとくに，国債では，もともとそれに投じられたとき
でさえ資本ではまったくない。この国債に対比して，労働力さえも利子
生み資本だという「狂気の沙汰」の観念さえ生じる。
③結合資本としての株式資本は，投下された最初の資本価値は現実
資本を形成するとしても，この資本価値にたいする所有権原を表わす証
券である株式は，配当の資本還元である独自の資本価値をもつのであっ
４ 
て，この資本価値はまったく架空のものである。そして，以上のすべて
の証券が表わしているのは，「生産にたいする蓄積された請求権」にほ
かならない。世上「貨幣資本の蓄積」と言われているものは，このよう
な請求権の蓄積，それらの市場価格の蓄積，要するに幻想的な資本価値
の蓄積でしかない。
④銀行業者の資本の一部分は，これらの利子生み証券に投下されて
いるのであって，架空なものであるが，そればかりでなく，総じて彼ら
が保有する証券は，手形や他行銀行券をも含めて，自己価値ではない，
金にたいするたんなる支払指図であって，純粋に架空なものである。
⑤ところが，そのような銀行業者の架空な資本の大部分が，銀行業
者のもとに預託された公衆の資本からなっており，この預金が，これは
またこれで無準備の債務なのであって，架空なものなのである。
⑥さらに，それらの預金にたいする銀行の準備ファンドでさえも，
私営銀行のそれは，その大部分がこれまた無準備の債務であるところの
中央銀行の預金であって架空であるほか，1844年の銀行法によるイン
グランド銀行の２部分割のもとでの銀行部の準備ファンドなるものも幻
想の産物であることは，発券部に地金があっても銀行部が破産しうるこ
とによっても明らかであり，さらに発券部における流通銀行券の免換性
の保証としての地金準備というのもこれまた幻想である。
⑦総じて，利子生み資本と信用制度との発展につれて弘同じ資本が
何倍にもなって現われるのであって，このような蓄積された「貨幣資
本」の大部分がまったく架空のものなのである。
（６）「Ⅱ」以降の数箇所に出てくる「架空資本」が，「Ⅱ」ですでに論
じられたそれの範囲内のものであることは明らかであるから，結局，表題
｢5）信用・架空資本」における「架空資本」の「架空」とは，基本的にこ
の「Ⅱ」で明らかにされている架空'性と考えられなければならない。
以上のように見ることができるとすれば，表題「5）信用。架空資本」
における「架空資本」とは，「信用とは，架空なものと見つけたり｣，と
｢銀行資本の構成部分」（『資本論」第３部第29章）の草稿について５
いったような意味合いで言われているものではまったくなく，またした
がって蓄積された「貨幣資本」の大部分が，たんに信用から成っていると
いう意味だけから架空だと言われているのでもない。そうではなくて，そ
れは，銀行のもとに形成ざれ運用されているmoniedcapitalについて，
それを構成するものが利子生み資本の成立を前提にし，それによって生み
出される架空な貨幣資本の諸形態であることを明らかにするところにあっ
たのだと言わなければならない。
表題「5）信用。架空資本」のうちの「信用」は，いわゆる商業信用，
銀行信用，公信用，等々のいわゆる「信用諸形態」を総称しての信用一般
を指すのではなくて，マルクスが経済学批判体系のプランを練り始めて以
降しばしば使ってきていたように，「資本主義的生産様式一般が必然的に
もたらす最も人工的で最も発達した産物」（ＭＥＧＡ，Ⅱ/4.2,ｓ､663）であ
る「信用・銀行制度〔Credit-undBankwesen〕」を意味するものと考
えるべきであろう。そうであるとすれば，「信用。架空資本」という表題
マニド・キャピタル
は，「信用・銀行帝1度。そのもとでの架空な貨幣資本｣，と敷延すること
ができるであろう。
しかし，これまでも繰り返して述べたように，この第５節では，マルク
ス自身が「信用。架空資本」という表題を書きつけたその直後に書いてい
るように，「信用制度とそれが自分のためにつくりだす，信用貨幣などの
ような諸用具との分析は，計画の範囲外」（ＭＥＧＡ，Ⅱ/4.2,ｓ､469）なの
である。このようにその分析がもともと範囲外であった「信用・銀行制
度」が，マルクス自身によってこの節の表題の前半に書かれていることを
どのように考えるべきであろうか。
この点についても別稿で拙見をすでに述べた。すなわち，この節での本
来の対象は，同じ表題の後半に示されている「架空な貨幣資本｣，すなわ
ち利子生み資本が発達した資本主義的生産のもとでとる具体的形態である
信用制度下の貨幣資本である。しかし，信用制度下の貨幣資本を論じるた
めには，まずもって信用制度そのものとはなんであるのか，それは資本主
６ 
義的生産のもとでどのような役割を果たすべきものとして成立するのか，
ということが明らかにされていなければならない。それが，この第５節の
本論と考えられる「Ｉ」以降の部分に先行する序論的部分，すなわちエン
ゲルス版第25章および第27章の課題なのである。
だから，「5）信用。架空資本」という表題は，その前半の「信用」とい
う語で，序論的部分で信用制度について概説することを示唆し，その後半
の「架空資本」という語で，本論で対象とするmoniedcapitalを示唆し
たのだと考えられる。そして，このように読むことによって，はじめて，
表題に「信用」を掲げながら，それでいてその直後に「信用制度の分析」
は範囲外だと言われている理由が理解できるのである。
３第29章の草稿，それとエンゲルス版との相違
本節では，第３部第２９章に用いられたマルクスの草稿を見る。これま
でと同様に，草稿からの訳文をかかげ，それに，エンゲルス版（ＭＥＷ
版，また必要に応じて，エンゲルス自身の手にかかる唯一の版である
1894年のマイスナー版一「1894年版」と略称する－）における手入
れを注記する。注記する手入れ（相違）の範囲や用いる記号類は，これま
でのものと同じである。なお訳文には，岡崎次郎氏の訳（大月書店刊の諸
版）を土台として使わせていただいたが，ほとんどそのままのところもあ
れば，大きく手を加えたところもある。いずれにせよ訳文は，エンゲルス
版との相違を示す必要に制約されていることをご理解いただきたい。
草稿そのものの取り扱いおよびそれへの注記にかんする約束事は，次の
とおりである。
注記のさいに，エンゲルス版とは異なる，草稿でのマルクスの原文をな
るべく示すことを原則とする。エンゲルスの手入れは，訳文でも変更が生
じるものばかりでなく，同じ意味の別の単語で置き換えた場合，文章構造
の変更，括弧類の変更，なども注記する。しかし，次のようなものは煩珀
「銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について７
になるだけだと思われるので，原則として取らないことにする。－正書
法上の変更，語順の局部的な変更，人称変化・格変化の訂正，定冠詞の削
除・挿入，前置詞などの文体上の反復挿入，同じ動作名詞の－ung形と
-ｅｎ形との交換，意味にほとんど変更をもたらさない句読点の変更，語句
の局部的変更，等々・
行の上などに書き込まれていることによって，あとから（といっても直
後かもしれないのであるが）書き込まれたことがわかる語句は《》で示
す（これらはＭＥＧＡの異文目録に載録されているが，それと異なる部
分については注のなかで触れる)。それ以外のマルクスによる異文は，
ＭＥＧＡの異文目録によって，訳注に〔手稿異文〕として注記した。その
さい，「Ａ←Ｂ←Ｃ」としているのは，草稿でＡとなっている部分がＢを
訂正したものであり，ＢがさらにまたＣを訂正したものであることを示
す。また，草稿での抹消部分については，その旨を記載した。
｛｝はマルクスによる角括弧，［］による挿入はＭＥＧＡの編集者に
よるもの，〔〕による挿入は筆者によるものである。下線による強調は，
とくに注記しないかぎり，すべてマルクスの草稿における，１本の下線に
よる強調であり，ＭＥＧＡではイタリックによって示されている。エンゲ
ルス版では，この強調は原則として省かれた。エンゲルス版で強調されて
いる部分（1894年版では隔字体，ＭＥＷ版ではイタリック体）は，その
つど注記する。
マルクス自身の注は，筆者の注と区別できるようにするため，その注番
号をゴシック体にし，またそのまえに「【原注】」と記す。
草稿ページは次の記号で示す。ここでの数字および語句はもちろん例示
のためのものである。
’3261ＥＳ…ここから326ページが始まる。
／326／ＥＳ…ここから326ページの中途の或る部分が始まる。
…sｏｌここまでのページが終わる。
…ｓｏ／ページの途中でいったん切れることを示す。つまり，
８ 
このページには，このあとにさらに別のなんらかの記
述があることを示す。
ＭＥＧＡのテキストの部では，本稿に収めた部分は，５１９ページ１１行目
から529ページ26行目までであるが,それぞれのﾍﾟｰｼﾞはその最初に回
のように記した。ただし，原注については，ページを記載しなかったが，
本文のなかの注番号のあるページの下部に脚注として収められている。
ページの変わり目が文の中途である場合には，あとのページの最初の語
の直前をその変わり目とみなす。
注のなかでは，草稿とエンゲルス版との相違は，草稿訳文の該当部分を
まず掲げ，次にそれがエンゲルス版でどのようになっているかを記す，と
いうしかたで示す。すなわち，「Ａ→B」は，草稿中のＡがエンゲルス版
ではＢに変えられていることを示し，「Ａ－削除」は，草稿中のＡがエ
ンゲルス版では削除されていることを，「挿入一Ａ」は，エンゲルス版
ではここにＡが挿入されていることを示す。意味の変化をもたらさない
語句の変更（外国語のドイツ語への変更，文体上の統一や改善一とエン
ゲルスには思われたもの－のための変更，等々）については，誤解が生
じないかぎり，訳文中の訳語の直後に原語を〔〕に入れて示した（この
ような場合でなくても，原語を示したほうがいいと判断した場合には，そ
れを〔〕に入れて示している)。場合によっては，注のなかで，訳語を掲
げたあとに，原語で「Ａ→B」とする仕方で示した。これらの変更の記載
は，煩珀をさけるために，網羅的ではなく適宜取捨選択してある。
ＭＥＧＡの「注解〔Anmerkung〕」は，該当箇所の最初のところに丸
付き数字をつけ，訳者注の前に〔注解〕として訳出した。
なお，「貨幣資本」ないし「貨幣資本家」の原語がmoniedcapitalな
いしmoniedcapitalistである場合には，必ずそれを〔〕に入れて示し
ているので，この語がない場合には，原語はGeldcapitalないしGeld
capitalistとなっているわけである。
＊ ＊ ＊ 
｢銀行資本の構成部分」（｢資本論』第３部第29章）の草稿について９
回'335上lmD2)こんどは,銀行業者の資本〔dbanker'sCapi-
tal〕3)がなにから成っているかをもっと詳しく考察することが必要で
ある。
｢Ⅱ」－削除。
挿入一「第29章銀行資本の構成部分」（表題）
｢銀行業者の資本〔banker，sCapital〕」→「銀行資本〔Bankkapital〕」
1） 
2） 
3） 
いま見たように，フラートンその他')は，「2)流通手段｣2)としての貨幣
と「3)支払手段｣3)としての貨幣との(4)地金の流出5)が関わるかぎりで
は，また「6)世界貨幣｣6)としての貨幣との)7)区別を，「8)Circulation｣8）
《(CUrrenCy)》と「9)資本｣9)との区別に転化させる。
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
Ｊ
 
１
２
３
４
５
６
７
８
９
 
｢その他」－etc・→ｕ・ａ．
｢「」および「」」－削除。
｢「」および「」」－削除。
「｛」→「（」
｢地金の流出」→「金流出」
｢「」および「」」－削除。
｢）」－「｝」とあるべきところであろう。
｢「」および「」」－削除。
｢「」および「」」－削除。
「')資本｣')がここで演じる役割が奇妙なものであるために，この銀行業
者経済学は，かつて①啓蒙経済学が，「2)貨幣｣2)は資本ではないのだ，と
念入りに教え込もうとしたのと同じ入念さで，じつは貨幣は②｢とりわけ
すぐれた意味での」資本〔dasCapital,九αて，篭oｽｳﾚ``〕3)なのだ，と教
え込むことになっている。
①〔注解〕「啓蒙経済学〔aufgeklarteOkonomie〕」という語でマルクスが考
えていたのは，金銀の姿態での貨幣を，重金主義者とは違ってもはや唯一の富
かつ絶対的商品とは見なさず，せいぜい「資本の最も無関心で最も無用な形
10 
態一（〔ＭＥＧＡ，Ⅱ/4.2,〕Ｓ625.31-6261）と見なしていたブルジョア経済学
者たちのことである。マルクスが啓蒙経済学者としてとくに強調したのはアダ
ム・スミスである。スミスは金銀貨幣を社会の純生産物を減少させるような高
価な流通車輪と見なし，この流通車輪はより廉価な流通手段によって置き換え
られることができるし，置き換えられなければならないとした。－ＭＥＧＡ，
１Ｖ/2,ｓ345,および，「地金。完成した貨幣制度｣，ＭＥＧＡ,１Ｖ/8,ｓ７，を見
よ。－重金主義者たちと区別しての啓蒙経済学者たちについては，マルクス
は『経済学批判。第１分冊」でも自分の見解を述べた（ＭＥＧＡ，Ⅱ/2,ｓ､208
を見よ｡)。そこでマルクスがはっきりと強調したのは，計算貨幣および価値章
標としての貨幣が，それとともにまた，さらに進んで信用によって金属貨幣が
排除されることが，資本主義的システムの展開とともに金銀は社会的富の絶対
的代表者であることをやめる，という幻想に役立つ，ということである。
②〔注解〕兀αT'６roｽｶﾞ"－とりわけすぐれて〔vorzugsweise〕。もしかする
とマルクスが考えていたのは，アリストテレスの次の－命題であったかもしれ
ない｡－AristotelesL91256b40-1257al=1,3,10Stahr.
「ところが，生計術には第２の種類があって，それはとくに〔vorzugsweise〕，
また当然，貨殖術と呼ばれ，これによれば富や財産の限界は存在しないように
見える｡」－「資本論』，第１巻をも見よ。（ＭＥＧＡ，ＩI/5,ｓ107.30-45und
lO822-32．〔ＭＥＷ，Ｂｄ､23,ｓ167.12-40.〕）
〔ＭＥＧＡでは，まずアリストテレスからの引用のギリシア語原文が掲げられ
ているが，そこには兀α丁'６foX7i〃という語は出てこない。そのあとにつけら
れたドイツ語の訳文にvorzugsweiseという語が出てくるだけである。
マルクスはこの語を，「資本論』の諸草稿のなかでしばしば使っており，
ＭＥＧＡでは，そのたびに注解でそれのドイツ語訳を挙げている。けれども，
注解のなかにこのような奇妙な蛇足が付けられているのはここだけである。お
そらく，ここではこの語に引用符がつけられているので,編集担当者はこの「引
用」の出所について説明しなければならない，と考えたのであろう｡〕
1）「「」および「」」－削除。
2）「「」および「」」－削除。
3）「｢とりわけすぐれた」資本〔dasCapital,,〃α丁'６foｽｶﾞ"``〕」→「とりわけ
すぐれた資本〔dasKapitalparexcellence〕」
この〃α丁’６foｽｳﾚというギリシア語をマルクスがどのような文脈で，どの
ような意味で使っているのかを見るために，『資本論』の諸草稿のなかからこ
の語が使われている諸例を挙げておこう。
｢銀行資本の構成部分」（『資本論」第３部第29章）の草稿について１１
大きく言って，二つの異なった使い方がある。
一つは，「とりわけすぐれて｣，「とりわけすぐれた意味で」といった意味の
副詞として使われているケースである。
「交換価値としての商品がもつ諸性質が表現しているのは－そして商
品のもろもろの自然的な質はこのことには不向きなのであるが－，とり
わけすぐれて〔兀αｒ'６ｆｏｘｉ"〕貨幣の材料である諸商品にたいしてなされ
るべき諸要請である｡」（ＭＥＧＡ，Ⅱ/1.1,ｓ､106-107.）（ＭＥＧＡの注解で
の訳はvorzugsweise,inreinsterForm,inh6chstemMaBeとなって
いる｡）
「固定資本の存在は，とりわけすぐれて〔凡α丁，錯○ｽｳﾚ〕，資本の，生産
的資本としての存在なのである｡」（ＭＥＧＡ,Ⅱ/1.2,ｓ､592.）（ＭＥＧＡの
注解での訳はvorzugsweise,inreinsterForm，inhOchstemMaBeと
なっている｡）
「16世紀というブルジョア社会の幼年期に，貨幣が諸国家の関心と始ま
りつつあった経済学の関心とをもっぱら引きつけていたのも，やはりとり
わけすぐれて〔花αて'６どox7i"〕，国際的支払手段一国際的債務の決済の
ための－としてであった｡」（ＭＥＧＡ，Ⅱ/1.2,ｓ733.）（ＭＥＧＡの注解
での訳はvorzugsweise,inreinsterForm，inh6chstemMaBeとなっ
ている｡）
「第２は，資本家（ここで資本家と呼ぶのは，とりわけすぐれて〔にαT，
篭oxi"〕，直接に生産的な資本家のことである）は蓄積する，ということ
である｡」（ＭＥＧＡ，１１/3.5,ｓ1709-1710.）（ＭＥＧＡの注解での訳はim
eigentlichstenSinneとなっている｡）
「資本はいまや，とりわけすぐれて〔凡αて'蕗oｽｳﾚ〕，商品資本なのであ
る｡」（ＭＥＧＡ，１１/4.1,ｓ186）（ＭＥＧＡの注解での訳はvorzugsweise，
imeigentlichenSinnとなっている｡）
いま一つは，名詞に後置されて，「とりわけすぐれた……｣，「とりわけすぐ
れた意味での……」という意味で用いられるケースである。
「本源的に，貨幣として役立つであろう商品は，……最も多く欲求の対
象として交換され，通用し，したがってふたたび他の特殊的な諸商品と交
換されうることが最も確実であり，したがって与えられた社会的組織にお
いて，とりわけすぐれた意味での富〔derReichtum兀α丁'６fFoX7i"〕を代
表し，最も一般的な需要供給の対象であり，特殊的な使用価値をもってい
る，そういった商品である｡」（ＭＥＧＡ，Ⅱ/11,ｓ､97.）（ＭＥＧＡの注解
での訳はvorzugsweise,inreinsterForm,inh6chstemMaBeとなっ
1２ 
ている｡）
「水路は，自ら流転し自ら動いて行く道だから，とりわけすぐれた意味
での商業諸民族の道〔derWegderHandelsvOlker兀αて，droX7i"〕〔で
あった〕｡」（ＭＥＧＡ,１１/1.2,ｓ425.）（ＭＥＧＡの注解での訳はvorzugs-
weise,inreinsterForm,inh6chstemMaBeとなっている｡）
「貨幣は，この側面からみれば……，とりわけすぐれた資本〔dasCapi-
taMa丁，dfoXカレ〕である｡」（ＭＥＧＡ，１１/1.2,ｓ523.）（ＭＥＧＡの注解
での訳はvorzugsweise,inreinsterForm，inh6chstemMaBeとなっ
ている｡）
「これこそは，原料とも労働用具とも区別される，とりわけすぐれた流
動資本〔dascirculatingcapitaMaT’６ECXか"〕である｡」（ＭＥＧＡ，
Ⅱ/1.2,Ｓ､556.）（ＭＥＧＡの注解での訳はvorzugsweise，inreinster
Form,inh6chstemMaBeとなっている｡）
「資本のうちのこの流通にはいる部分一必需品一は，とりわけすぐ
れた流動資本〔dasCapitalcirculant応αｒ'６ＦＯＸガレ〕である｡」（ＭＥＧＡ，
Ⅱ/1.2,s559.）（ＭＥＧＡの注解での訳はvorzugsweise，inreinster
Form，inh6chstemMaBeとなっている｡）
「資本の一部は，この部分が生産過程にはけっして入らないが，しかし
たえずこれに随伴しているがゆえに，とりわけすぐれた流動資本〔das
circulirendeCapitaMar’６ＦＯＸガレ〕として措定される｡」（ＭＥＧＡ，
11/１２，ｓ､559.）（ＭＥＧＡの注解での訳はvorzugsweise，inreinster
Form，inh6chstemMaBeとなっている｡）
「リカードウがここで正当に，とりわけすぐれた意味での地代〔dierent
/ｃａｒ'６ECXか"〕として取り扱っている本来の農業地代の場合には，地代
(よ，土地という要素に資本を投下し資本主義的に生産を行なうことの許容
にたいして支払われるものである｡」（ＭＥＧＡ，Ⅱ/3.3,ｓ､887.）（ＭＥＧＡ
の注解での訳はimeigentlichenSinneとなっている｡）
「とりわけすぐれた意味での生産物〔dasProduct/cα「'６ECXｳ"〕が商
品であるのは，ただ流通の内部においてでしかない｡」（ＭＥＧＡ，Ⅱ/3.4,
ｓ1425.）（ＭＥＧＡの注解での訳はvorzugsweise;imeigentlichenSinn
となっている｡）
「いまなお通俗観念では貨幣資本〔moniedcapital〕，利子生み資本が，
資本そのもの，とりわけすぐれた意味での資本〔CapitaMaT，蟹oX7i"〕
と見なされることになる｡」（ＭＥＧＡ，１１/4.2,ｓ447.）（ＭＥＧＡの注解で
の訳はalssolchesとなっている。『資本論』第３部のエンゲルス版では，
｢銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について１３
Kapitalparexcellenceとなっている｡）
「利子生み資本が，通俗観念では，とりわけすぐれた意味での資本〔daｓ
CapitaMar’６ＦＯＸか"〕の取る形態として現われるということは，当然の
ことである｡」（ＭＥＧＡ，Ⅱ/4.2,Ｓ､663.）（ＭＥＧＡの注解では，「519ペー
ジ２０行への注解〔つまり上に掲げたここでの注解〕を見よ」となってい
る。『資本論』第３部のエンゲルス版では，dasKapitalparexcellence
となっている｡）
「初期のイギリスの経済学者たちは，概して彼らの哲学者としてのベイ
コンやホッブズに繋がっているが，のちにはロックが，イギリスやフラン
スやイタリアの，とりわけすぐれた意味での，経済学の「哲学者」〔,,der
Philosoph“derpolitischenOekonomie兀α丁’６foXか"〕になった｡」
（ＭＥＧＡ，Ⅱ/5,ｓ､319.）（ＭＥＧＡの注解での訳はschlechthinとなって
いる。なお，エンゲルス編の『資本論』第１部の第４版（1890年）では
にαて,dEoxi〃の位置が次のように変更されている。－「のちにはロッ
クが，イギリスやフランスやイタリアの経済学のとりわけすぐれた意味で
の「哲学者」〔,,derPhilosoph``兀αｒ，dEoX7i〃derpolitischenOekono-
mie〕になった｡」（ＭＥＧＡ,Ⅱ/10,ｓ､351;ＭＥＷ,Ｂｄ､23,ｓ412.）この変
更は，兀αT，dEoXi〃がdiepolitischeOekonomieについてのものでは
なくて，derPhilosophについてのものであることを明示しようとして
なされたものであろう｡）
なお，エンゲルスはここで，dasCapital,九αて’６ECXｳﾘ``をdasKapital
parexcellenceとしており，また，上に列挙したマルクスの文章のうちの終
わりから３番目と２番目の，どちらもマルクスの第３部草稿の第５章からの引
用でも，同じくノcα丁'６foXか〃をparexcellenceとしているのであるが，マル
クス自身が同じ第５章で，次のようにdasCapitalparexcellenceという表
現を使っている。
「啓蒙経済学は，「資本」を職掌上で〔exprofesso〕取り扱っているあ
いだは，金銀を，事実上最もどうでもよくて最も無用な資本形態として，
最大の軽蔑をもって見くだしている。この経済学が銀行制度を取り扱う段
になると様相が一変して〔theaspectofthingsturns〕，金銀は，資本と
労働との他のどんな形態を犠牲にしても維持されなければならない，とり
わけすぐれた意味での資本〔dasCapitalparexcellence〕となる｡」
（ＭＥＧＡ，ＩI/4.2,ｓ625-626.） 
ちなみに，この記述が，内容上，いま見ている当該のパラグラフでの，啓蒙
経済学についての記述に完全に対応するものであることは明らかであろう。
1４ 
ところが，①もっとあとの研究で明らかにするように，そのようにし
て')「2)貨幣資本〔Geldcapital〕｣2)が「3)利子生み資本｣3)の意味での
｢4)moneyedCapital｣4)と混同されるのであって，前者の意味では資本は
つねに，それ自身がとる「商品資本」および「生産資本」という形態とは
区別されたものとしての「貨幣資本〔Geldcapital〕」なのである5)。
①〔注解〕「もっとあとの研究で明らかにするように」－〔ＭＥＧＡ,１１/4.2,〕
8601/602,592-595ｕｎｄ625/626を見よ。
1）「そのようにして〔so〕」→「そのさい〔hierbei〕」
2）「「」および「」」－削除。
3）「「」および「」」－削除。
4）「「」および「」」－削除。
5）「資本はつねに，それ自身がとる「商品資本」および「生産資本」という形
態とは区別されたものとしての「貨幣資本〔Geldcapital〕」なのである」→
「貨幣資本はつねにただ，資本の他の諸形態すなわち商品資本および生産資本
から区別されたものとしての，資本の一つの通過形態でしかないのである」
'）Ｉ）については，さらに次のような疑問も起こるであろう。いったい
このような《逼迫の》時期に足りないものはなにか，「資本」なのか，そ
れとも「支払手段」としての規定性にある「貨幣」なのか？そして周知
のように，これは１つの論争である。
1）以下の３パラグラフは，冒頭の「Ｉ）については」という句によって明らか
なように，本稿に収めた「Ⅱ」に先行する「Ｉ」に属すべき部分である。この
部分はすでに，「Ｉ」を取り扱った前稿「｢流通手段と資本」（『資本論』第３部
第28章）の草稿について」（『経済志林』第６１巻第３号，1994年）の末尾に
収めたが，ここでも，草稿での繋がりを見ることができるように，草稿テキス
トの訳文のみを再録しておく。
まず第１に，逼迫が「地金の流出」に現われるかぎりでは，要求される
ものが国際的支払手段だということは明らかである。ところが，国際的支
払手段としての規定性にある貨幣は，金属的現実性にある金，それ自身価
「銀行資本の構成部分」（｢資本論」第３部第29章）の草稿について１５
値のある実体《(価値のかたまり)》としての金である。それは同時に「資
本」であるが，しかし商品資本としてのではなく，貨幣資本としての資本
であり，商品の形態にあるのではなく貨幣｛しかもこの言葉のすぐれた意
味での貨幣〔GeldimeminentenSinndesWortes〕であって，この意
味では貨幣は一般的な世界市場商品のかたちで存在する｝の形態にある資
本である。ここでは，貨幣（支払手段としての）にたいする需要と資本に
たいする需要とのあいだには対立は存在しない。対立は，貨幣という形態
にある資本と商品という画形態にある資本とのあいだにある｡そし
て，資本がここで取ることを求められている，そしてそれが機能するため
に取らなければならない形態は，資本の貨幣形態なのである。
こうした地金の需要を度外視すれば，そのような逼迫期にはなんらかの
仕方で「資本」が不足している，と言うことはできない。｛穀物騰貴，綿
花飢鐘，等々のような異常な事情のもとではそういうこともありうる。し
かしそれは，けっしてこういう逼迫期の必然的な，または通例の付随現象
ではない。それゆえまた，貨幣融通〔monetaryaccomodation〕にたい
する圧迫が存在することからこのような資本欠乏の存在を結論すること
は，一見しただけでもできないのである。｝反対である。市場は供給過剰
になっている。「商品資本」は市場にあふれている。だから，逼迫の原因
は，とにかく「商品資本の欠乏」ではないのである。この問題には他の諸
点を片付けたのちに立ちかえる。
’)銀行資本〔Bankcapital〕は，１）現金（金または銀行券)2)，２）有価
証券，から成っている。有価証券は，さらに二つの部分に分けることがで
きる。〔一つは〕商業的有価証券（手形)3)であって，これは流動的なもの
〔floating〕で4)，５)本来の業務はこれの割引のかたちでなされる。〔もう－
つは〕その他の有価証券（公的有価証券，たとえばコンソル，国庫証券，
等々，およびその他の有価証券6)，たとえばあらゆる種類の株式〔）〕7)，
要するに利子生み証券であって，手形とは本質的に区別されるもの《(場
合によってはまた不動産抵当証券〔morgages〕も)》である8)。銀行資本
１６ 
は〔es〕，それがこれらの実物的な構成部分から成るのにｶﾛえて，さら
に9)，’0)銀行業者自身の投下資本〔d・ｉｎvestedCapitaldesBankers
selbst〕と預金（彼の銀行業資本〔bankingcapital〕または借入資本)'1）
とに分かれる。発券銀行'2)の場合にはさらに銀行券が加わるが，銀行券
はさしあたりまったく考慮の外に置くことにしよう。預金については（銀
行券についてもそうであるように）すぐあとでもっと詳しく論じるつもり
なので，さしあたりは考慮の外にある｡'3)とにかく明らかなのは，銀行業
者の資本〔dbanker'ｓcapital〕の現実の構成部分一貨幣，手形，有
価証券一は，貨幣，手形，有価証券というこれらのものが表わすのが銀
行業者の自己資本であるのか，それとも彼の借入資本すなわち預金である
のかM)，ということによっては少しも変わらないということである。銀行
業者が自己資本だけで営業する１５)のであろうと，あるいは彼のもとに預
託された資本だけで営業するのであろうと'6)，この区分に変わりはないで
あろう。
1）〔手稿異文〕ここに，「a)」と書いたのち，消している。なお，マルクスは
次のパラグラフの先頭にふたたび「a)」と書いている。
2）「現金（金または銀行券)」→「現金，〔すなわち〕金または銀行券」
3）「商業的有価証券（手形）〔commercialsecurities（bills)〕」→｢商業証券，
手形〔Handelspapiere,Wechsel〕」
4）挿入一「次々に満期になっていくもの」
5）挿入一「銀行業者の＝
6）ＭＥＧＡのテキストでは，ここに，先行する「（」に対応すべきものとし
て，草稿では欠けている「）」を挿入している（この「）」が編集者による挿
入であることは，訂正目録に記載されている)。その場合には，この部分は，
「その他の有価証券（公的有価証券，たとえばコンソル，国庫証券，等々，お
よびその他の有価証券）ならびにあらゆる種類の株式」と読むことになろう。
しかし原文の真意は，後注８に掲げるエンゲルス版の文章に見られるとおりの
ものであろうと思われる。そうであるとすれば，「）」を挿入しなければなら
ないのは，ここではなくて，次注をつけた箇所であろう。
7）ＭＥＧＡで，前注に記した箇所に挿入されている「）」は，前注で述べた理
由で，むしろここに挿入されるべきものと思われる。（次注の原文に見られる
｢銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について１７
ように，草稿ではここにセミコロンがある｡）
8）「その他の有価証券（公的有価証券，たとえばコンソル，国庫証券，等々，
およびその他の有価証券，たとえばあらゆる種類の株式〔）〕，要するに利子
生み証券であって，手形とは本質的に区別されるもの《(場合によってはま
た不動産抵当証券〔morgages〕も)》である。〔othersecurities（public
Securities，wieconsols，Exchequerbillsetou・andresecurities,＊wie
AktienallerArt;↑kurzZinstragendePapiere，diesichaberwesentlich 
v・dWechselnunterscheiden（vielleichtauchmortgages).〕」（前出の注
７および８で述べたように，ＭＥＧＡでは，筆者が＊を付した箇所に「）」が
挿入されているが，筆者が↑を付した「；」を「）,」とすべきところと考え
られる｡）→「公的有価証券，たとえば国債証券，国庫証券，各種の株式であ
り，要するに利子生み証券ではあるが，手形とは本質的に区別されるものであ
る。不動産抵当証券もこれに数えることができる。〔6ffentlicheWertpapiere，
wieStaatspapiere，Schatzscheine，AktienallerArt，kurzzinstragende 
Papiere，diesichaberwesentlichvondenWechselnunterscheiden 
Hierzuk6nnenauchHypothekengerechnetwerden.〕」
9）「銀行資本は，それがこれらの実物的な構成部分から成るのに加えて，さら
に〔nebendiesens・realenBestandtheilen…ｅｓ〕」→「これらの物的成分
から構成されている資本は〔dasausdiesensachlichenBestandteilen…
wieder〕」
10）〔手稿異文〕ここに，「二つの部［分]」と書いたのち，消している。
11）「預金（彼の銀行業資本または借入資本〔s,bankingcapitalod・gepumptes
Capital〕)」→｢彼の銀行業資本または借入資本〔seinbankingcapitaloder
geborgtesKapital〕をなしている預金」
12）「発券銀行」－．.issuingbanks→dieBankenmitNotenausgabe
l3）「銀行券はさしあたりまったく考慮の外に置くことにしよう。預金について
(よ（銀行券についてもそうであるように）すぐあとでもっと詳しく論じるつも
りなので，さしあたりは考慮の外にある｡」→「預金と銀行券とはさしあたり
は考慮の外に置くことにしよう｡」
14）「貨幣，手形，有価証券というこれらのものが表わすのが銀行業者の自己資
本であるのか，それとも彼の借入資本すなわち預金であるのか」→「これらの
さまざまの要素が銀行業者の自己資本を表わしているのか，それとも他の人び
との資本である預金を表わしているのか」
15）「営業する〔GescMfttreiben〕」→「自分の営業を営む〔seinGeschEift
betreiben〕」
1８ 
16）「のであろうと，あるいは……のであろうと〔oder〕」→「にしても，
にしても，どちらであろうと〔sowohl…wie〕」
a)')利子生み資本という形態に伴って，確定していて規則的な貨幣収入
は，それが資本から生じるものであろうとなかろうと，どれでも，ある資
本の「2)利子｣2)として現われるようになる。まず貨幣収入が「3)利子｣3）
に転化され，次にこの利子とともに，これの源泉である「4)資本｣4)もま
た見いだされる5)のである｡6）
1）「a)」－削除。この語は，はじめ，前パラグラフの先頭に書いたのち，そ
れを消し，ここにふたたび書いたものである。これに対応する「b)」等々は
見られない。そこでエンゲルスはこの語を削除したのであろう。しかし，マル
クスが２度にわたってこの語を記したことは，彼がこのあとに，「a)」等々に
分けていくつかのことを書こうとしたこと，「b)」等々がないにもかかわらず
おそらくは実際にそれらのことも書かれているのであろうことを示唆するもの
であろう。
2）「「」および「」」－削除。
3）「「」および「」」－削除。
4）「「」および「」」－削除。
5）「見いだされる」－sicheinfinden→sichfinden
6）エンゲルス版では，ここに，草稿ではこのあと３パラグラフ目にあたるパラ
グラフの文章を，若干の手入れを加えて，もってきている。－「同様に，利
子生み資本とともに，どの価値額も，収入として支出されないときには，資本
として現われる，すなわち，その価値額が生むことのできる可能的または現実
的な利子に対立して，元金（principal）として現われるのである｡」
事柄は簡単である。平均利子率を《年》５％としよう。すると，５００ポ
ンド・スターリングの資本')は（貸し付けられれば，すなわち利子を生む
資本に転化されれば)2)毎年２５ポンド・スターリングをもたらすことにな
る。そこから，２５ポンド・スターリングの3)年収入は，どれでも，５００ポ
ンド・スターリングの－資本の利子とみなされる。しかしながらこのよう
なことは，２５ポンド・スターリングの源泉がたんなる所有権原またはｲ）
「銀行資本の構成部分」（｢資本論』第３部第29章）の草稿について１９
回債権であろうと,あるいはたとえば`)土地のような現実の生産要素
であろうと，この源泉が《直接に》譲渡可能である，あるいは6)「7)譲渡
可能｣7)である8)ような形態を与えられている，という前提のもとで以外
では9)，純粋に幻想的な観念であり，またそういうものであり続ける｡例
として，＿方では国債，他方では10)労賃をとって見よう。、)国家はⅡ336
上|自分の債権者たち12)に，彼らから借りた'3)資本にたいする年額の「利
子」を'4)支払わなければならない。（'5)この場合，債権者は，自分の債務
者に解約を通告することはできず，ただ自分の債務者にたいする債権を，
自分の権原を１６)，売ることができるだけである。｝15)この資本は17)，国家
によって食い尽くされ，支出されている。それはもはや存在しない。国家
の債権者がもっているものは，’8)第１に，たとえば１００ポンド・スター
リングの，国家あての債務証書である。第２に，この債務証書は債権者に
国家の歳入すなわち租税の年額にたいする定額の，たとえば'9)５％の請求
権を与える。第３に，彼はこの１００ポンド・スターリングの債務証書を，
任意に他の人々に売ることができる。利子率が５％であれば｛20)そしてこ
れについて国家の保証が前提されていれば｝20)，２，Ａは22)この債務証書
を，その他の事'盾が変わらないとすれば23)，１００ポンド・スターリングで
《Ｂに》売ることができる。というのは，買い手24)《のＢ》にとっては,25）
100ポンド・スターリングを《年》５％で貸し出すのも，２６)１００ポンド・
スターリングを支払うことによって国家から５ポンド・スターリングとい
う額の年貢を確保するのも，同じことだからである｡27）
1）「資本」→「額〔Summe〕」
2）「(貸し付けられれば，すなわち利子を生む資本〔ZinstragendesCapital〕
に転化されれば)」→「利子生み資本に転化されれば」
3）挿入一「確定した〔fest〕」
4）「または」－oder→resp
5）「たとえば」－ｚＢ､→ｅｔｗａ
６）ここに，あとから「貨幣資〔本〕として」と書きかけたのち，消している。
7）「「」および「」」－削除。
2０ 
８）「である」→「となる」
９）「という前提のもとで以外では〔ausserunterderVoraussetzung,daB〕」
→「という場合を除けば〔auBerindemFall,daB〕」この部分は，「という
前提のもとでも〔auchunterderVoraussetuzung,daB〕」とであるべきと
ころではないかとも思われる。
10）「一方では……他方では〔ontheoneside,andontheother〕」－削除。
11）エンゲルス版では，ここで改行されている。
12）「債権者たち」－草稿では「債務者たち」となっている。ＭＥＧＡでは，
テキストで「債権者たち」とし，「訂正目録」で「印刷用原稿に従って訂正」
としている。
13）「借りた」－gepumpt→geborgt
l4）「たいする年額の「利子」を」→「にたいして年々或る額の利子を」
15）「｛」および「｝」－削除。
16）「自分の債務者にたいする債権を，自分の権原〔Titel〕を」→「債権を，そ
れにたいする自分の占有権〔Besitztitel〕を」
17）「この資本は」→「資本そのものは」
18）〔手稿異文〕ここに，「一定の部分にたいする指図」と書いたのち，消して
いる。
19）挿入一「５ポンド・スターリングまたは」
20）「（」および「｝」－削除。
21）挿入一「所持者」
22）〔手稿異文〕「Ａは」←「彼は」
23）「その他の事情が変わらないとすれば」→「通例」
24）「買い手」－削除。
25）〔手稿異文〕ここに，「年5％で買うのも」と書いたのち，消している。
26）〔手稿異文〕ここに，はじめ「国家の１００ポンド・スターリングの債務証書
を〔……〕ことによって」と書いたが，それを「国家の債務証書を１０Oボン
ド・スターリングで〔……〕ことによって」と変更したのち，これを消して
いる。
27）エンゲルス版では，ここで改行されていない。
しかし，すべてこれらの場合に，国家の支払を子')《(利子)》として生
んだものとみなされる資本は，幻想的なものである2)，すなわち3)架空資
本である。それは，国家に貸し付けられた金額がもはやまったく存在しな
「銀行資本の構成部分」（『資本論」第３部第29章）の草稿について２１
い，ということばかりではない。それはそもそも，けっして資本として支
出される(4)投下される)4)べく予定されていたものではなかったのであ
り，しかもそれは，ただ資本として支出されることによってのみ，自己を
維持する価値に転化されえたはずのものなのである。最初の債権者Ａに
とって，年々の租税のなかから彼のものとなる部分が彼の資本の利子を表
わしているのは，ちょうど，高利貸にとって，浪費者の財産のなかから彼
のものとなる部分が彼の資本の利子を表わしているようなものである。ど
ちらの場合にも，貸された貨幣額5)は資本として支出されたのではないの
であるが。国家あての債務証書を売ることの可能性は，Ａにとっては元
金の還流または返済6)が可能であることを表わしている。Ｂについて言え
ば，彼の私的な立場から見れば，彼の資本は利子生み資本として投下され
て7)いる。実際には8)，彼はただＡにとって代わっただけであり，国家
にたいするＡの債権を買ったのである。このような取引がそのさき何度
繰り返されようとも，国債という資本は純粋に架空な資本なのであって,)，
もしもこの債務証書'0)が売れないものになれば，その瞬間からこの資本
という外観はなくなってしまうであろう。それにもかかわらず，すぐに見
るように，この架空資本はそれ自身の運動をもっているのである。
ｊ
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Ｊ
Ｊ
Ｊ
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２
３
４
５
 
「子」－offspring→Abk6mmling
「である〔sein〕」→「であり続ける〔bleiben〕」
「すなわち〔：〕」－削除。
「（」および「）」－削除。
〔手稿異文〕ここに，「それ自体は〔……〕に〔……〕ではないのであるが」
と書いたのち，消している。
「還流または返済〔ReturnodRepayment〕」→「還流〔RUckfluB〕」Ｊ
ｊ
ｊ
Ｊ
Ｊ
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７
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１
 
｢投下されて」－ausgelegt→angelegt
｢実際には」－inderThat→ｄｅｒＳａｃｈｅｎａｃｈ
｢なのであって〔sein〕」→「であり続けるのであって〔bleiben〕」
｢この債務証書」→「これらの債務証書」
')(2)3)利子生み資本とともに，どの価値額も，収入として支出されない
2２ 
ときには，資本として現われる，すなわち，その価値額が生むことのでき
る可能的または現実的な利子に対立して，元金，Principal4)として現わ
れるのである｡)2）
1）エンゲルス版では，このパラグラフは三つ前のパラグラフの末尾につけられ
ている。
2）「（」および「）」－削除。
3）挿入一「同様に」
4）「元金，Principal」→「元金（principal)」
ところで，’)利子生み資本一般がすべての狂った形態の母であって，た
とえば債務が銀行業者の観念では商品として現われる2)3)｡)ように4)，国
債という資本ではﾏｲﾅｽが資本として回現われるのであるが,労働
能力5)が国債というこの資本に対比して考察されることがありうる6)。こ
￣ 
の場合には，労賃は利子だと解され，だからまた，労働能力7)はこの利子
を生む資本だと解される。たとえば，８)労賃イコール５０ポンド・スター
ー
リングで，利子率イコール5％であるときには，《1年間の》労働能力9)イ
コール1000ポンド・スターリングの資本にイコールである'0)。資本主義
的な考え方の狂気の沙汰は，ここでその頂点に達するID。というのは，資
本の価値増殖を労働能力'2)の搾取から説明するのではなく，逆に労働能
力'3)の生産性を，労働能力M)自身がこの神秘的な物，つまり利子生み資
本なのだ，ということから説明するのだからである。１７世紀《の後半》
には（たとえば①ペティの場合には）これがお気に入りの考え方'5)〔だっ
た〕が，それが今日'6)，一部は俗流経済学者たちによって，しかしとりわ
け'7）ドイツの統計学者たちによって，大まじめに用いられているのであ
る。ｂ)ただ18)，ここでは，この《無思想な》考え方を不愉快に妨げる二つ
の事`情が現われてくる。すなわち第１に，労働者はこの「19)利子｣19)を手
に入れるためには労働しなければならないということであり，第２に，労
働者は自分の労働能力20)の資本価値を「21)譲渡〔Transfer〕｣21)によって
換金することができないということである。むしろ，彼の労働能力22)の
「銀行資本の構成部分」（｢資本論』第３部第29章）の草稿について２３
年価値はイコール彼の年間平均労賃なのであり，また，彼が労働能力の買
い手に《自分の労働によって》補填してやらなければならないものは，イ
コール，この価値そのものプラスそれの増殖分である剰余価値，なのであ
る。奴隷諸関係23)では，労働者はある資本価値を，すなわち彼の購買価
格をもっている。そして，彼が賃貸される場合には，買い手は，この資本
の年間損耗分ないし摩滅分プラス利子を補填しなければならない24)25)｡／
①〔注解〕「ペティの場合」－マルクスがここで引きあいに出しているのは，
ペティの労作「アイァランドの政治的解剖』に付された書『賢者には一言を
もって足る』の８ページに見られる次の箇所であろう。－「わずか１５百万
〔ポンド・スターリング〕の収入しか生みださない王国の資材〔Stock〕が，
250百万〔ポンド゜スターリング〕の値があるところからすれば，２５〔百万ポ
ンド・スターリング〕を生みだす人民は，４１６２/3百万〔ポンド・スターリン
グ〕の値がある｡」〔大内兵衞・松川七郎訳『租税貢納論｣，岩波文庫，１９５２
年，175-176ページ｡〕
1）挿入一「－」
2）挿入一「ことができる」
3）「たとえば債務が銀行業者の観念では商品として現われる」というこの表現
は，マルクスが現代のいわゆる「金融商品」の観念について言及したきわめて
貴重な記述であるように思われる。貸付資本では，貸し手が借り手に，資本と
しての規定性をもつ貨幣を「商品」として売るのであって，その「価格」が利
子であり，その取引の場が「貨幣市場」である。預金について言えば，預金者
がこの商品の売り手であり，銀行がそれの買い手である。ところが，この同じ
預金が，銀行にとっての「商品」として現われるのである。いま，ありとあら
ゆる「儲け口｣，「利殖の機会」が商品として観念され，そのようなものとして
売買されている。これが「金融商品」である。いわゆる「デリバティブ」の商
品性も，理論的にはこの延長上に理解されるべきであろう。「資本主義的な考
え方の狂気の沙汰」は，まさにここにきわまることになる。
4）挿入一「－」
5）〔手稿異文〕「労働能力」←「労賃」
6）「労働能力が……考察されることがありうる〔kannman〕」→「労働力をこ
こで考察しよう〔wollenwirnun〕」
7）「労働能力」→「労働力」
2４ 
８）挿入一「1年の」
９）「労働能力」→「労働力」
10）挿入一「見なされる〔gelten〕」
11）〔手稿異文〕はじめ，ここで文を終えるためにピリオドを打ったが，それを
コンマに変更して，次の文を続けて書いた。
12）「労働能力」→「労働力」
13）「労働能力」→「労働力」
14）「それ〔労働能力〕」→「労働力」
15）挿入一「だった」
16）挿入一「でも」
17）「しかしとりわけ〔namentlichaber〕」→「一部は，また主として〔teils
undhauptsAchlich〕」
18）「ただ〔nur〕」→「残念ながら〔leider〕」
19）「「」および「」」－削除。
20）「労働能力」→「労働力」
21）「「」および「」」－削除。
22）「労働能力」→「労働力」
23）「奴隷諸関係」→「奴隷制」
24）「買い手は，この資本の年間損耗分ないし摩滅分プラス利子を補填しなけれ
ばならない」→「賃借り人は，第１にこの購買価格の利子を支払わなければな
らず，なおそのうえにこの資本の年間損耗分を補填しなければならない」
25）前注に記した，マルクスの原文とエンゲルスが手を入れた文章との違いに注
目されたい。エンゲルス版では，まず「第１に」利子を支払い，「そのうえに
なお」資本の年間損耗分を補填しなければならない，というのであるから，こ
の取引はまずもって資本の貸付ととらえられているわけである。しかし，草稿
では，まず「この資本の年間損耗分ないし摩滅分」があり，それに利子が「プ
ラス」されなければならない，となっている。この文は，いわゆる「賃貸借
（Vermietung)」がまずもって売買であることを示唆している。エンゲルスの
手入れは微妙に原文の意味を変えているのである。
【原注】’336下｜ａ）〔ヘンリ・ロイ〕「為替の理論」を見よ｡'）
1）エンゲルス版では，この原注は削除されている。
【原注】ｂ）たとえば，Ｖ・レーデン「比較文化統計｣，ベルリン，１８４８
「銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について２５
年，を見よ｡')「労働者は①資本価値をもっており，それは，彼の１年間の
稼ぎの貨幣価値を利子収益とみなすことによって算出される。……平均的
な曰賃銀率を４％で資本還元すれば，１人の②男子農業労働者の平均価値
は，③オーストリア（ドイツ領)2)では１５００ターレル，プロイセンでは
1500ターレル，イングランドでは３７５０ターレル，フランスでは２０００夕一
レル，ロシア奥地では７５０ターレル等々となる｡」(3)４３４ページ｡)’
①〔注解〕レーデンの原文では，ここに，「財産の他のすべての部分がそうで
あるように」という句がある。
②〔注解〕「男子」－強調はマルクスによるもの。
③〔注解〕「オーストリア」－強調はマルクスによるもの。
1）「たとえば，Ｖ・レーデン『比較文化統計』，ベルリン，1848年，を見よ｡」
－削除。ＭＥＧＡでは，「Ｗ・レーデン」となっているが，誤植であろう。
2）「オーストリア（ドイツ領)」→「ドイツ領オーストリア」
3）挿入一「フォン・レーデン「比較文化統計｣，ベルリン，1848年,」
/336/架空資本の形成は資本還元と呼ばれる1)。2)すべての《規則的な》3）
収入が，平均利子率4)に従って5)，資本がこの利子率で貸し出されたなら
ばもたらすであろう収益6)として計算される7)。たとえば《年間》収入が
イコール100ポンド・スターリングで利子率がイコール５％ならば，この
100ポンド・スターリングは２０００ポンド・スターリングの年利子であり，
そこでこんどは，この想像された8）’1337上'２０００ポンド・スターリング
が年額100ポンド．スターリングにたいする権原（所有権原)9)の資本価
値とみなされる。この場合，この所有権原を買う人にとっては，この１００
ポンド・スターリングという年収入は，事実上，それに投下された'0)彼
の資本の５％の利払い11)を表わすのだからである12)。こうして，資本の現
実の価値増殖過程とのいっさいの関連は最後の痕跡にいたるまで消え失せ
て，自分自身を'3)価値増殖する自動体としての資本という観念が固めら
れるのである。
2６ 
1）「呼ばれる」－heiBt→nenntman
2）「すなわち,」－削除。
3）「規則的な」→「規則的に繰り返される」
4）〔手稿異文〕「平均利子率」←「もろもろの平均的種類〔Durchschnitts‐
arten〕」〔ＭＥＧＡは，「もろもろの種類〔arten〕」の部分は解読に確信がもて
ない，としている｡〕
5）挿入一「計算されることによって，すなわち」
6）〔手稿異文〕「収益」←「利子」
7）挿入一「ことによって，資本還元される」
8）「想像された」－削除。
9）「権原（所有権原）〔Rechtstitel（Eigenthumstitel)〕」→「法律上の所有
権原〔derjuristischeEigentumstitel〕」
10）「それに投下された〔darininvestirt〕」→「投下された〔angelegt〕」
11）「利払い」－Verzinsen→VerzinsungMEGAでは，Verzinsungに
訂正（ないし変更）されているが，訂正目録には記載されていない。
12）「のだからである〔ja〕」－削除。
13）「自分自身を」－－「自分自身によって自分を」
回債務証書一有価証券一が,国債の場合とは異なり純粋に幻
想的な資本を表わしているのではない場合でも，これらの証券')の資本価
値は純粋に2)幻想的である。さきほど見たように，信用制度〔Creditwesen〕
は結合資本3)を生み出す。この資本にたいする所有権を表わす証券であ
るｲ)株式，たとえば5)鉄道会社，鉱山会社，水運会社，銀行会社6)等々の
会社の株式は，現実の資本を表わしている。すなわち，これらの企業で機
能している（投下されている)7)資本，またはそのような企業で資本とし
て支出されるために社団構成員8)によって前貸しされている貨幣額を表わ
している｡9)（10)もちろんu)，それらの株式がただのいかさまを表わしてい
るということもありうる'2)｡)'0)しかしこの資本は二重に存在するのではな
い'3)。すなわち，－度は所有権原の，株式の資本価値として存在し，もう
－度はこれらの企業で現実に投下されているかまたは投下されるべき資本
一
として存在するのではない。それはただ後者の形態で存在するだけであっ
「銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について２７
て'4)，株式は，この資本によって実現されるべき剰余価値にたいする'5)所
有権原でしかないのである。Ａはこの権原をＢに売り，’6)またＢはＣに
売るかもしれない，等々'7)。このような取引は事柄の性質を少しも変える
ものではない。この場合，ＡまたはＢは自分の権原を資本に転化させた
のであるが，Ｃは自分の資本を，株式資本から期待されうる剰余価値にた
いする，たんなる所有権原に転化させたのである。
１）「これらの証券」→「この証券」
２）〔手稿異文〕「純粋に〔rein〕」←「けっして〔……〕ない〔kein〕」
３）「結合資本」－Associationscapital→associiertesKapitalMEGA
では，Associirtescapitalとなっている。
４）「この資本にたいする所有権原を表わす証券である」→「証券は，この資本
を表わす所有権原とみなされる｡」
５）「株式，たとえば」－削除。
６）「銀行会社」－削除。
７）「機能している（投下されている)」→「投下されて機能している」
８）「社団構成員〔Societaires〕」→「株主〔Teilhaber〕」
９）〔手稿異文〕ここに，続くパーレンに括られた文の次の文の冒頭の部分を書
きかけたのち，消している。
10）「（」および「）」－削除。
11）「もちろん」→「この場合」
12）「ありうる」→「けっして排除されているわけではない」
13）〔手稿異文〕はじめ，ここで文を終えるためにピリオドを打ったが，それを
コンマに変更して，次の文を続けて書いた。
14）「それはただ後者の形態で存在するだけであって」－草稿では，この部分
が次のように二重に書かれている。－「それはただ後者の形態で存在するだ
けである。それはただ後者の形態で存在するだけであって」
15）挿入一「案分比例的な〔prorata〕」
16）挿入一「それを」
17）「’等々」－削除。
国債証券であろうと株式であろうとD，これらの所有権原の価値の自立
的な運動は，これらの所有権原が，２)それらを権原たらしめている資本ま
2８ 
たは請求権3)のほかに，現実の資本を形成しているかのような外観を確認
する。つまりこれらの所有権原は商品になるのであって，それらの価格は
独特な運動および決まり方ｲ)をするのである。それらの市場価値は，現実
の資本の価値が変化しなくても（といっても価値増殖は5)変化するかもし
れないが)，それらの名目価値とは違った規定を与えられる。一方では，
それらの市場価値は，これらの権原によって取得される収益の高さと確実
性とにつれて変動する。たとえば，６)ある株式の名目価値，すなわち当初
この株式によって表わされる《払込》金額が'００ポンド.スターリングで
あり，その企業が7)５％ではなく１０％をもたらすとすれば,この株式の市
場価値は，８)２００ポンド・スターリングに上がる，つまり２倍になる9)。
というのは，５％で資本還元すれば，それは今では20010)ポンド・スター
リングの架空資本を表わしているからである。この株式を２００ポンド・ス
ターリングで買う人は，このように投下された彼の資本u)から５％'2)を受
け取る。企業の収益が減少するときには逆になる。この市場価値'3)は,
ある部分は投機的である。というのは，この市場価値は，ただ現実の収入
によってだけではなく，予期された（前もって計算されうる)M)収入に
よって規定されているのだからである。しかし，現実の資本の価値増殖を
不変と前提すれば，または，国債の場合のようになんの資本も存在しない
￣ 
場合には，年々の収益が法律によって確定されているものと15)前提すれ
ば，これらの有価証券の価格は利子率に（利子率の変動に)'6)反比例し
て17)上がり下がりする。たとえば18)利子率が５％から１０％に上がれば，５
－ 
％19)の収益を保証する有価証券は，もはや５０〔ポンド・スターリング〕
の資本しか表わしていない。利子率が５％から20)２％％に下がれば，５
%２１)の収益をもたらす有価証券は'00〔ポンド･スターリング〕回か
ら２００〔ポンド．スターリング〕に値上がりする22)23)。《というのは,24)そ
れらの価値25)は，２６)収益が資本還元されたもの，すなわち収益が幻想的
な資本にたいする利子として27)そのときの利子率で計算されたものにイ
コールなのだから28)｡》貨幣市場〔moneymarket〕の逼迫29)の時期には
「銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について２９
これらの有価証券の価格は二重に下がるであろう。すなわち第１には，利
子率が上がるからであり，第２には，こうした有価証券を貨幣に実現する
ためにそれらが大量に市場に投げ込まれるからである。この下落30)は，
これらの証券によってそれの保有者に保証される収益が国債証券の場合の
ように不変であろうと，それによって表わされる現実の資本の価値増殖が
鉄道，鉱山等々31)の場合のように再生産過程の攪乱によって影響され
る32)おそれがあろうと，そのようなことにはかかわりなく起こるのであ
る。３３)嵐が去ってしまえば，これらの証券は，失敗した企業やいかさま
企業を表わすものでないかぎり，ふたたび以前の高さに上がる。恐慌の
ときに生じるこれらの証券の減価は，貨幣財産の集積34)の－手段であ
る35)｡36）
１）「国債証券であろうと株式であろうと」→「国債証券だけではなく株式をも
含めて」
２）挿入一「もしかすると〔m6glicherweise〕」
３）〔手稿異文〕「請求権」－Anspruch←Forderung
４）「決まり方〔Bestimmung〕」→「定まり方〔Festsetzung〕」
５）〔手稿異文〕ここに，「同時に〔……〕においては」と書いたのち，消して
いる。
６）「たとえば，」－削除。
７）〔手稿異文〕「その企業が」←「この株式が〔sie〕２倍のものを〕」
８）挿入一「その他の事情が代わらないで利子率が５％ならば，」
９）「，つまり２倍になる」－削除。
10）「200」－草稿では，「20」と誤記されている。
11）「このように投下された彼の資本〔ssoinvestirtesCapital〕」→「この資
本投下〔dieseKapitalanlage〕」
12）挿入一「の収入」
13）「この市場価値」→「これらの証券の市場価値」
14）「(前もって計算されうる〔vorherzucalculirend〕)」→「，前もって計算
された〔vorwegberechnet〕」
15）挿入一「，またその他の点も十分に確実なものと」
16）「(利子率の変動に)」－削除。
3０ 
17）「反比例して」－imumgekehrtenVerhaltniBzu→umgkehrtwie
l8）「たとえば」－削除。
19）「5％」－「５ポンド・スターリング」の誤記であろう。
20）「5％から」－削除。
21）「5％」－「５ポンド・スターリング」の誤記であろう。
22）「値上がりする」－草稿では「stellt」となっているが，ＭＥＧＡのテキス
トでは「steigt」と訂正されている。
23）「5％の収益をもたらす有価証券は100〔ポンド・スターリング〕から２００〔ポ
ンド・スターリング〕に値上がりする」→「同一の有価証券は200ポンド・ス
ターリングの資本を表わす」
24）「というのは，〔da〕」－－削除。
25）「それらの価値〔ihrWerth〕」→「それの価値〔seinWert〕」
26）「つねにただ」－削除。
27）「にたいする利子として」→「にたいして」
28）「にイコールなのだから」→「でしかない」
29）「逼迫」－pressuredesmoneymarket→KlemmeimGeltmarkt
30）「下落」→「価格下落」
31）「鉄道，鉱山等々」→「産業的企業」
32）「影響される〔afficirt〕」→「同時に襲われる〔mitbetroffen〕」
33）挿入一「あとのほうの場合には，ただ，前述の減価にさらにもう一つの減
価が加わるだけである。」
34）「集積〔Concentration〕」→「集中〔Zentralisation〕」
35）「－手段である」→「一つの強力な手段として作用する」
36）エンゲルス版では，ここに，エンゲルスによるものであることを明記した次
の脚注がつけられている。－「２月革命の直後に，パリでは商品も有価証券
も極度に減価してまったく売れなくなっていたとき，リヴァプールにいたスイ
ス商人Ｒ・ツヴィルヘンバルト氏（この人がこの話を私の父に語ったのだが）
は，できるだけのものを貨幣に換え，現金を持ってパリに行き，ロートシルト
を訪ねて，共同事業をしようと提案した。ロートシルトはじっと彼を見守って
かね
いたが，急に近寄って彼の両肩|こ手をかけて言った，「金はおもちですかな？」
－「はい，男爵閣下｡」－「ではいっしょにやりましょう！」－そして
彼らは２人とも，すばらしい商売をしたのである。－FＥ・」
これらの有価証券の下落（減価）または上昇（増価)')が，これらの証
券が表わしている現実の資本の運動2)にかかわりのないものであるかぎ
「銀行資本の構成部分」（｢資本論」第３部第29章）の草稿について３１
り，－国民の富の大きさは，減価および3)増価の前もあともまったく同
じである。①②｢1847年１０月２３日には，公債や運河・鉄道株はすでに
114,752,2254)ポンド・スターリング減価していました｡｣5).）この減価6）
が，生産や鉄道・運河交通の現実の休止とか，現実の7)企業の見放しと
か，なにも生み出すことがなかったような企業への資本の固定8)とかを表
わすものでなかったかぎり，この国民は，この名目的な貨幣資本の，)破裂
によっては，一文も貧しくなってはいなかった'0)のである。’
①〔注解〕この引用は，マルクスの「ロンドン・ノート，1850-1853年」第７
ノートから取られている（ＭＥＧＡ，１Ｖ/８，ｓ､268.19-21)。－〔ＭＥＧＡ，
１１/4.2,〕Ｓ481.20-22を見よ｡）
②〔注解〕「〔商業の不況〕……第１報告」では，次のようになっている｡－｢こ
の国の公的資材と運河・鉄道株が，１０月２３日にはすでに，総計で114,752,225
ポンド・スターリングという額だけ減価していたことにお気づきですか。そう
なっていたとのことでした。」
１）「下落（減価）または上昇（増価）〔.．Ｆall（d・Depreciation）ｏｄ・d
Steigen（Appreciation)」→「減価または増価〔dieEntwertungoder
Wertsteigerung〕」
２）「運動」→「価値運動」
３）「および〔und〕」－ＭＥＧＡの「訂正目録」では，「oderとも読める」と
している。
４）「114,752,225」－草稿では，「114,725,225」と誤記されている。ＭＥＧＡ
では，テキストで「114,752,255」とし，訂正目録でも，草稿の数字をこのよ
うに訂正した旨を記載しているが，明らかに誤りである。
５）「」」－ＭＥＧＡでは，この閉じ括弧が落ちている。
６）「この減価」→「それらの減価」
７）「現実の」→「開始された」
８）「なにも生み出すことがなかったような企業への資本の固定〔sinkingv、
capitalinUnternehmungen，ausdenennichtsvorgekommen〕」→「実
際に無価値な企業への資本の投げ捨て〔WegwerfenvonKapitalinpositiv
wertlosenUnternehmungen〕」
９）挿入一「しゃぼん玉の」
10）「貧しくなってはいなかった」→「貧しくはならなかった」
3２ 
【原注】’337下|'）ａ）モリス(2)イングランド銀行総裁)2)，〔（〕「商
一
業の不況』3)，1847-48年。［第3800号｡］’
1）エンゲルス版では，この原注は，丸括弧で括って，引用のあとに組み込まれ
ている。
2）「（」および「）」－削除。
3）挿入一「についての報告での証言」
'338上|すべてこれらの証券が表わしているのは，実際には，「生産に
たいする蓄積された請求権｣、にすぎないのであって，この請求権の貨幣
価値または資本価値は，国債の場合のように資本をまったく表わしていな
いか，または，それが表わしている現実の資本の価値とは無関係に規制さ
れろ。
1）「｢生産にたいする蓄積された請求権〔accumulatedclaimsuponproduc-
tion〕｣」→「将来の生産にたいする蓄積された請求権，権利名義〔akku‐
mulierteAnsprUche,Rechtstitel,aufkUnftigeProduktion〕」
すべて資本主義的生産の国には，膨大な量の《いわゆる》利子生み資本
またはmoneyedCapitalDがこうした形態で存在している。そして，貨
幣資本の蓄積という言葉で考えられているのは，たいてい，この「2)生産
にたいする請求権｣2)の蓄積，および，３)これらの請求権の市場価格（幻
想的な資本価値）のｲ)蓄積のことでしかないのである。
l）「いわゆる利子生み資本またはmoneyedCapital｣-..ｓ､gZinstragende
odmoneyedCapital→ｄａｓｓｏｇ、zinstragendeKapitalodermoneyed
capital〕
2）「「」および「」」－削除。
3）「および,」－削除。
4）「市場価格（幻想的な資本価値）の」→「市場価格の，幻想的な資本価値の」
さて，銀行業者資本〔Banquiercapital〕の一部分はこのいわゆる利子
一
生み証券に投下されている。この証券そのものは，現実の銀行業者業務'）
「銀行資本の構成部分」(『資本論』第３部第29章）の草稿について３３
では機能して2)いない準備資本の１部分である。〔銀行業者資本の〕最大
の部分3)は，手形，すなわち生産的資本家ｲ)または商人の支払約束から
成っている。５)貨幣の貸し手〔moneylender〕にとっては，この手形は
利子生み証券である｡すなわち彼は,それを買うときに回満期まで
の残存期間の利子を差し引く。６)だから，手形が表わしている金額からど
れだけが差し引かれるか7)は，そのときどきの利子率8)によって定まるの
である｡｡)／
1）「銀行業者業務〔Bankergesch2ift〕」→「銀行業務〔Bankgesch2ift〕」
2）「機能する」－functioniren→fungieren
3）「銀行業者資本の最大の部分」－dbedeutendsteTheilというこの語は，
先行する「銀行業者資本の一部分」と区別される，「銀行業者資本」の「最大
の部分」と読まれなければならない。長谷部訳でも岡崎訳でも，この語は「そ
の最大〔の〕部分」と訳されているが，その場合には，直前の「この証券その
もの〔ｅｓ…dies〕」の「最大の部分」ないし「現実の銀行業者業務では機能
していない準備資本」の「最大の部分」と読まれざるをえない。不適訳であろ
う。したがってまた，同じ読み方をしていた筆者の旧稿での記述（｢｢信用と架
空資本」の草稿について（上)｣，『経済志林」第５１巻第２号，１９８３年，６５
ページ）も訂正されなければならない。
4）「生産的資本家」→「産業資本家」
5）〔手稿異文〕ここに，次のように書いたのち，消している。－「手形は，
それらの名目価値とそれらの市場価値との区別がないという点で，上で考察し
た有価証券とは区別される。手形は，満期になると今度は，振り出されたとき
の貨幣額よりも大きい貨幣額に転化する｡」
6）挿入一「これが，割引と呼ばれるものである｡」
7）「どれだけが差し引かれるか｣－wieviel…abgezogenwird→ｗｉｅｇｒｏＢ
ｄｅｒＡｂｚｕｇｉｓｔ 
８）〔手稿異文〕「そのときどきの利子率」←「利子基準〔ZinsmaaB〕」
【原注】’338下'1）ａ）①手形は，「割引かれる財貨，すなわち随時に貨
幣に転換される機会をもった財貨」になるのであって，「このような，為
替手形〔bill〕または約束手形〔note〕の額面からの割引あるいは控除
は，手形の経過すべき期間についての額面に犬いする利子に等しいもので
3４ 
〔貨幣への〕転換の価格として支払われるのである｡」（ソーントあって，〔貨幣
ン（Ｈ）「大ラ
ドン，1802年，
｢大ブリテンの紙幣信用の性質と効果とについての研究｣，ロン
２６ページ｡)2)3)／
①〔注解〕この引用での強調はマルクスによるもの。
1）エンゲルス版では，この原注は削除されている。
2）「２６ページ｡)」－草稿では，「２５，２６ページ｡」となっている。
3）〔手稿異文〕手稿３３８ページの下半部に書かれたこの原住，および，それに
続く，次のパラグラフへの原注ｂの全体に，赤鉛筆で１本の縦の抹消線が引か
れている。〔これはエンゲルスによるものと思われる｡〕
／338上／最後に，銀行業者の「')資本」〔ｄ,,Capital“ｄ・bankers〕]）
の最後の部分をなすものは，彼の貨幣準備（金または銀行券)2)である。
預金は(3)長期について約定されているｲ)のでなければ｝３)預金者がいつ
でも自由にできるものである。それは絶えず増減している。ｂ）しかし，
ある人がそれを引き出せば他の人がそれを補充するので，５）「6)一般的な
平均額はあまり変動しない｣6)のである。／
１）「「」および「」」－削除。
２）「彼の貨幣準備（金または銀行券)」→「金または銀行券からなる彼の貨幣準
備」
３）「｛」および「）」－削除。
４）「約定されている」－contractlichfestgesetzt→kontraktlichausbe-
dungen 
５）挿入一「営業状態が正常なときには」
６）「「」および「」」－削除。
【原注】／338下／Ｄｂ）「銀行の手中であろうと銀行業者の手中であろ
うと，商人たちが持っている貨幣は，いつでもきわめて大量ではあるが，
絶えざる変動のなかにある｡」（①ＧＩステューアト，第４巻，２２８ペ－
ジ｡)2）
「銀行資本の構成部分」（｢資本論」第３部第29章）の草稿について３５
①〔注解〕ジェイムズ・ステューアト『経済学原理の研究……』，パリ，1789年。
1）エンゲルス版では，この原注は削除されている。
2）〔手稿異文〕前パラグラフへの原注ａに注記したように，この注には，赤鉛
筆で１本の縦の抹消線が引かれている。〔これはエンゲルスによるものと思わ
れる｡〕
／338上/銀行の準備ファンドは，資本主義的生産が発達している諸国で
は，Ｄ平均的には，蓄蔵貨幣として現存する貨幣の量を表現しており，そ
してこの蓄蔵貨幣の一部分は，それ自身また証券から，つまり，けっして
自己価値ではない，金にたいするたんなる支払指図から成っている。それ
ゆえ，銀行業者の資本の最大の部分は，純粋に架空なものである（すなわ
ち2)債権3）（手形と公的有価証券）および株式（将来の収益4)にたいする
所有権原，支払指図）〔）〕5)6)。この場合次のことを忘れてはならない。
すなわち，銀行業者の金庫7)のなかにあるこれらの証券が表わしている，
資本の貨幣価値8)は，その証券が確実な収益にたいする支払指図（公的有
価証券9)の場合のように）であるか，または現実の資本にたいする所有権
原（株式の場合のように）であるかぎりでさえも，まったく架空なもので
あって，それはこれらの証券が'0)表わしている現実の資本の価値からは
離れて調整されるということ，あるいは，これらの証券がたんなる収益請
求権である（､)そして資本ではない)'1)場合には，同一の収益にたいする
請求権が，たえず変動する架空な貨幣資本で表現されるのだ，ということ
である。そのうえに，この架空な銀行業者資本〔dieBfiktiveBanker'ｓ
Capital〕の大部分は，彼の資本を表わしているのではなく，利子がつく
かどうかにかかわらず，その銀行業者のもとに預託している公衆の資本を
表わしている，ということが加わる。
1）挿入一「つねに」
2）〔手稿異文〕ここに，「権原〔Titel〕」と書いたのち，消している。
3）草稿ではここに「）」があるが，不要と考えて削除しておく。ＭＥＧＡでは
草稿のままになっている。
3６ 
４）〔手稿異文〕「将来の収益」←「収［人]」
５）「〔）〕」－ここにあるべきところと考えて，挿入しておく。ＭＥＧＡでは
はいっていない。
６）「である（すなわち債権（手形と公的有価証券）および株式（将来の収益に
たいする所有権原，支払指図）〔）〕｡」－〉「であって，債権（手形)，国債証券
（過去の資本を表わしているもの)，および株式（将来の収益にたいする支払指
図）から成っている｡」なお，この部分に見られる括弧を，ＭＥＧＡでのよう
に草稿のままにするなら，この部分は次のようになる。－「である（すなわ
ち債権）（手形と公的有価証券)，また，株式（将来の収益にたいする所有権
原，支払指図)」
７）「金庫〔tills〕」→「鋼鉄製金庫〔PanzerscMinke〕」
８）〔手稿異文〕「資本の貨幣価値」←「価値」←「名目価値」
９）「公的有価証券〔PublicSeculities〕」→「国債証券〔Staatspapiere〕」
10）挿入一「少なくとも一部分は」
11）「「」および「」」－削除。
預金はつねに貨幣（金または銀行券）で')なされる。準備ファンドに
れは現実の流通の必要に応じて収縮・膨張する)2)を除いて，この預金
は3)つねに，一方では生産的資本家や商人（彼らはこの預金で手形割引を
受けたり貸付を受けたりする)４)の手中に，または5)有価証券の取引業者
(株式仲買人)6)の手中に，または自分の有価証券を売った私人の手中に，
または政府の手中にある（国庫手形7)や新規国債の場合であって，銀行業
者はこれらのうちの一部を担保として保有する8)）。預金そのものは二重
の役割を演じる。一方ではそれは，いま述べた9)ような仕方で'0)利子生み
資本として貸し出されており，ｕ）したがって銀行業者12)の金庫のなかに
はなくて，ただ銀行業者にたいする'3)預金者の貸し勘定〔Guthaben〕と
して彼らの帳簿の国なかに見られるだけである｡他方では,商人た
ち相互間の（総じて預金の所有者たちの)M)互いの貸し勘定が彼らの預金
にあてた振出し'5)によって相殺され互いに帳消しにされるかぎりでは，
預金は《貸し勘定の》そのようなたんなる記録16)として機能する17)（]8)そ
の場合，それらの預金が同一の銀行業者のもとにあってこの銀行業者が
「銀行資本の構成部分」（｢資本論」第３部第29章）の草稿について３７
別々の信用勘定'9)を互いに帳消しにするのか，それとも別々の銀行業
者20)が彼らの小切手を交換し合って互いに差額21)を支払う22)のかは，
まったくどちらでもかまわない)'8)。
1）「貨幣（金または銀行券）で」→「貨幣で，すなわち金または銀行券か，こ
れらのものにたいする支払指図で」
2）「準備ファンド（これは現実の流通の必要に応じて収縮・膨張する)」→「現
実の流通の必要に応じて収縮・膨張する準備ファンド」
３）挿入一「現実には」
４）「生産的資本家や商人（彼らはこの預金で手形割引を受けたり貸付を受けた
りする)」→「自分の預金で手形割引を受けたり貸付を受けたりする産業資本
家や商人」
５）「または」→「他方では」
６）「有価証券の取引業者（株式仲買人)」－HandlerMWerthpapieren（d、
Stockbrokers）→HandlerinWertpapieren（B6rsenmakler） 
７）「国庫手形〔Schatzbills〕」→「国庫証券〔Schatzscheine〕」
８）「であって，銀行業者はこれらのうちの一部を担保として保有する〔ｗｏｖｏｎ
ｄ・bankersTheilalssecurityhalten〕」－削除。
９）〔手稿異文〕「述べた」←「考察した」
10）「いま述べたような仕方で」→「いま述べたように」
11）挿入一「また」
12）「銀行業者」→「銀行」
13）「銀行業者にﾌﾟこいする」－削除。
14）「商人たち相互間の（総じて預金の所有者たちの)」→「預金者たちの」
15）「振出し〔Ziehn〕」→「小切手」
16）「貸し勘定の……記録〔Memorandav・Guthaben〕」→「帳簿金額〔Buch‐
posten〕」
17）「機能する」－functioniren→fungieren
l8）「（」および「）」－削除。
19）「信用勘定〔CreditAccounts〕」→「勘定〔Konti〕」
20）「銀行業者」→「銀行」
21）挿入一「だけ」
22）挿入一「ということによって，この帳消しがなされる」
3８ 
利子生み資本および信用制度〔Creditwesen〕l)の発展につれて，２)同
一の資本が，または同一の債権3)にすぎないものでさえもが，さまざまな
手のなかで，さまざまな仕方でさまざまな形態をとって現われること
によって，すべての資本が２倍になるように見え，またところによっては
3倍になるように見える｡Ｉ)この「貨幣資本」の大部分は純粋に架空なも
のである。たとえば，５)預金のすべてが(6)準備ファンドを除いて)6)，銀
行業者への貸し勘定にほかならないが，保管物のかたちでは7)けっして存
在しない。預金は，それが銀行業者たち8)にとって9)振替取引10)に役立つ
かぎり，彼らによってU)貸し出されたのちにも彼らにとって12)資本とし
て機能する。彼らは，これらの貸し勘定の'3)差引計算によって，存在し
ない預金にたいする相互の支払指図M)を'5)支払い合うのである。’
1）「信用制度〔Creditwesen〕」→「信用制度〔Creditsystem〕」
2）〔手稿異文〕ここに，「〔……〕２倍に［なる]」と書いたのち，消している。
3）〔手稿異文〕「債権〔Schuldforderung〕」←「請求権〔Forderung〕」
4）エンゲルス版では，ここに，エンゲルスによるものであることを明記した次
の脚注がつけられている。－「このような，資本の２倍化，３倍化は近年さ
らに著しく発展してきた。たとえば金融トラストによってであって，これらの
金融トラストは，ロンドン取引所報のなかにすでに特別な－欄を占めている。
ある部類の利子生み証券，たとえば外国の国債，イギリスの市債やアメリカの
公債，鉄道株等々を買い入れるために，会社が設立される。資本が，たとえば
200万ポンド・スターリングのそれが，株式応募によって調達される。会社の
管理役員は，当該有価証券を買い入れたり，あるいは多かれ少なかれ積極的に
これらの証券で思惑をやり，年々の利子収益から費用を差し引いたり残りを配
当として株主に分配する。－さらに，いくつかの株式会社では，普通の株式
を優先株と後配株との２種類に分ける習１慣ができてきた。優先株は，総利潤が
それを許すということを前提して，ある確定利払い，たとえば５％を受け取
る。そのあとにまだ残りがあれば，後配株がそれを受け取る。こういうやり方
で，優先株への「堅実な」投資は，本来の投機一後配株での－からは多か
れ少なかれ分離される。ところが，いくつかの大企業はこの新方式に合わせよ
うとしないので，このような企業の株式に百ないし数百万ポンド・スターリン
グを投資し，これにもとづいてこの株式の名目価値だけの新株を，ただし半分
｢銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について３９
(よ優先株，半分は後配株として，発行するような会社が設けられるということ
が行なわれるようになった。このような場合には，もとの株式は，新たな株式
発行の基礎として役立つのだから，２倍になるわけである。－ＦＥ・」
５）「たとえば,」－削除。
６）「（」および「）」－削除。
７）「保管物のかたちでは」－imDeposit→imDepositum
８）「銀行業者たち〔bankers〕」－「預金者たち」の誤記だと考えることもで
きるように思われる。
９）「銀行業者たちにとって」－削除。
10）「振替取引」－virement→Girogesch2ift
ll）「彼らによって」→「銀行業者たちによって」エンゲルス版では，前出の注
９を付した「銀行業者たちにとって」という句は削除されているが，それに続
く部分にある「彼ら」は「銀行業者」と理解されているわけである。前出の注
８を付した「銀行業者」を「預金者」と読むとすれば，それに続く部分にある
「彼ら」も「預金者たち」と読むことになる。
12）「彼らにとって」－前注１１を見よ。
13）挿入一「相互間の」
14）「支払指図」－Drafts→Anweisungen
l5）挿入一「相互に」
l3391アダム・スミスは，貨幣が資本貸付で演じる役割')に関連して次
のように述べている。－
「とはいえ，金融界〔moniedinterest〕にあってさえも，貨幣は，所
有者が自分で使用したいと思わない諸資本を一方の手から他方の手に運
ぶ，いわば譲渡証書でしかない。それらの資本は，その運搬の用具として
役立つ貨幣の額よりも，ほとんど比較にならないほど大きなものであろ
う。すなわち，①同一の諸貨幣片が次々に，多数の別々の購買にも，多数
の別々の貸付にも役立つのである。たとえば，ＡがＷに１０００ポンド・
スターリングを貸付け，ＷがこれですぐにＢから１０００ポンド・スターリ
ングに値する財貨を買う。Ｂ自身はこの貨幣を必要としないので，彼は同
一の諸貨幣片をＸに貸付け，ＸはこれですぐにＣから１０００ポンド・ス
ターリングに値する別の財貨を買う。同じやり方で，また同じ理由からＣ
4０ 
はその貨幣をＹに貸付け，ＹはまたそれでＤから財貨を買う。このよう
にして，鋳貨であれ紙幣であれ，同一の諸貨幣片がわずかな日数のあいだ
に，別々の三つの貸付と別々の三つの購買との用具として役立つことが
あるのであって，これらの貸付と購買のそれぞれは，価値から見ればこれ
らの諸貨幣片の総額に等しいのである。Ａ，Ｂ，Ｃという３人の金持ち
〔moniedmen〕がＷ，Ｘ，Ｙという３人の借り手に譲渡したものは，こ
れらの購買を行なう力である。この力こそ，貸付の価値でもあれば効用で
もある。この《３人》の金持ちが貸付ける資本〔stock〕は，それで買う
ことができる財貨の価値に等しく，これらの購買に用いられる貨幣の価値
の３倍の大きさである。それにもかかわらず，これらの貸付はすべてまっ
たく完全に回保証されているであろう。というのも,それぞれの借
り手が買う財貨は，やがて，等しい価値の鋳貨または紙幣を，利潤ととも
に取り戻すように充用されるのだからである。こういうわけで，同一の諸
貨幣片がその価値の３倍もの，あるいは同じ理由でその３０倍もの，異
なった貸付の用具として役立つことができるように，それはまた同じく
次々に返済の用具としても役立つことができるのである｡｣2)（②｢諸国民の
富』，第２篇第４章｡）
①〔注解〕この強調はマルクスによるもの。
②〔注解〕アダム・スミス『諸国民の富｣，アバディーン，ロンドン，1848年，
２３６ページ。
1）「貨幣が資本貸付で演じる役割」→「資本が貨幣貸付で演じる役割」
2）この引用は，草稿では英語の原文でなされているが，エンゲルス版では，エ
ンゲルスによるそれのドイツ語訳文が掲げられている。英語原文とエンゲルス
のドイツ語訳文との微細な相違はいちいち指摘しない。なお，マルクスの引用
は，アダム・スミスの原文といくつかのところで異なっているが，意味上の変
更をもたらすようなところはない。
同一の貨幣片がそれの流通の速度に応じていくつもの購買を行なうこと
ができるのだから，まさにそのことによって，同一の貨幣片がいくつもの
｢銀行資本の構成部分」（｢資本論」第３部第29章）の草稿について４１
貸付を行なうことができる。というのは，購買は貨幣片を一方の手から他
方の手に移すのであるが，、貸付は，購買によって媒介されることのない
ような,￣方の手から他方の手への移転にほかならないのだからである。
売り手のそれぞれにとっては，貨幣は自分の商品の転化した形態を現わし
ている。だからまた，どの価値でも資本価値として表現される今日では，
貨幣はいくつもの資本を2)表わすのであるが，このことは，貨幣はいくつ
もの商品価値を次々に実現して行くことができるという，以前の命題の別
の表現でしかないのである。貨幣は流通手段として役立つと同時に，現実
の資本3)を一方の手から他方の手に運ぶ4)のである。貸付では，貨幣は，
流通手段として一方の手から他方の手に移るのではない。貨幣が5)貸し
手6)の手のなかにあるあいだは，それは流通手段としてではなくて，彼の
資本の価値定在として彼の手のなかにある7)。そして彼はこの形態で，そ
れを貸付のかたちで第三者の手に移すのである。かりにＡがＢに，８)Ｂ
がＣに，等々，９)購買という媒介なしに貨幣を貸付けたのだったとすれ
ば，この同一の貨幣は３つの資本を表わすのではなくて，ただ一つの資本
を，ただ一つの'0)資本価値を表わすだけであろう。貨幣が現実にいくつ
の資本を表わすのかは，貨幣が別々の商品資本の価値形態として何回機能
するu)のかにかかっているのである。
1）〔手稿異文〕ここに，「この移転〔transfedは」と書いたのち，消している。
2）「いくつもの資本を」→「別々の貸付で次々に別々の資本を」
3）「現実の資本」→「物的な〔sachlich〕資本」
4）「運ぶ」---fOrdern→bef6rdern
5）〔手稿異文〕ここに，「最初の」と書いたのち，消している。
6）「貸し手」－草稿では「買い手」となっている。ＭＥＧＡのテキストでは
「貸し手」とし，「訂正目録」で「印刷用原稿に従って訂正」としている。
7）「それは流通手段としてではなくて，彼の資本の価値定在として彼の手のな
かにある〔ｅｓｉｓｔｉｎｓ、HandnichtalsCirculationsmittel,sondernalsd・
Werthdaseins､Capitals〕」→「それは彼の手のなかでは流通手段ではなく，
彼の資本の価値定在である〔esistinseinerHandnichtZirkulationsmit‐
teLsondernWertdaseinseinesKapitals〕」
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挿入一「また」
｢等々,」~削除。
｢一つの」－エンゲルス版では強調されている。
｢機能する」－functioniren→fungieren
Ａスミスが貸付一般について言っているのと同じことは，預金につい
ても言えるのであって，預金とは，じっさいただ，公衆が銀行業者に行な
う貸付の特殊的な')名称でしかない。同一の諸貨幣片が任意の数の預金の
ための用具となる2)ことができるのである。
1）〔手稿異文〕「特殊的な」←「きまった〔bestimmt〕」
2）「となる〔bilden〕」→「として役立つ〔als…dienen〕」
「今日Ａに預金された１０００ポンド・スターリングが，明日はまた払い
出されてＢへの預金となるということは,①争う余地なく真実である。｛こ
のことは，ただ２つの場合にのみ可能である。一方では，預金者が１０００
ポンド．スターリングをＡから引き出してＢに預金する。この場合に
は，１つの預金が１０００ポンド・スターリングによって表わされているに
すぎないのであって，それがいまではＡではなくてＢのもとにあるので
ある。他方では，Ａが'000ポンド.スターリングを，たとえば手形の割
引で，あるいはまた彼あてに（ただし《この’000ポンド・スターリング
の》預金者によってではなく）振出された小切手の支払等々で払い出し，
次に、受取人がこの１０００ポンド．スターリングをふたたび他のある銀行
業者に預金することがありうる｛割引の場合には，このことは購買によっ
て，または第三者への支払によって，媒介されているはずである。という
のも，受け取る貨幣を預金する目的で割引かせるような者はいないからで
ある}｡}2)3)それは次の日にはＢからまた払い出されてＣへの預金となる
ことができ，こうしてどこまでも続くことができる。それゆえ，貨幣での
同一の1000ポンド・スターリングが，次々に譲渡されていくことによっ
て，まったく確定できない何倍もの預金額となることができるのである。
「銀行資本の構成部分」（｢資本論」第３部第29章）の草稿について４３
それだからこそ,連合王国にある預金の回総額の'0分の9までが，
それらの預金のそれぞれに責任がある②銀行業者の帳簿に記載されている
それらの記録以外には全然存在しないというようなことも，ありうるので
ある。……③たとえばスコットランドではそうであって，そこでは流通額
〔Currency〕は300万ポンド・スターリングを超えたことがないのに，預
金額は2700万ポンド・スターリングとなっている。銀行にたいする預金
の一般的な取り付けが起こらないとすれば，同一の１００４)ポンド・スター
リングが，それの行程を逆戻りすれば，同じように確定できない金額を同
じように容易に決済することができるであろう。今日ある小売商人にたい
する債務を決済するのに用いられた同一の1005)ポンド．スターリング
が，明日は彼の卸売商人にたいする債務を決済し，明後日はこの卸売商人
の銀行にたいする債務を決済することができ，そして無限にこれが続くの
だから，同一の1006)ポンド・スターリングが，手から手へと，銀行から
銀行へと渡って行って，考えられうるどんな預金額でも決済することがで
きるのである｡」（｢通貨理論論評……』7)，６２，６３ページ｡)8）
①〔注解〕「争う余地なく」－『通貨理論論評……』では，「疑う余地なく」
となっている。
②〔注解〕この強調はマルクスによるもの。
③〔注解〕「たとえばスコットランドではそうであって，そこでは流通額〔cur-
rency〕は３００万ポンド・スターリングを超えたことがないのに，預金額は
2700万ポンド・スターリングとなっている。銀行にたいする預金の一般的な
取り付けが起こらないとすれば，同一の１０００ポンド・スターリングが，それ
の行程を逆戻りすれば，同じように確定できない金額を同じように容易に決済
することができるであろう｡」－『通貨理論論評……」では，次のようになっ
ている。－「流通額が300万ポンド・スターリングを超えたことがまったく
ないのに，スコットランドの諸銀行にある預金は２７００万ポンド・スターリン
グと見積もられている。……連合王国にあるすべての預金が同時に引き出され
る……場合以外は……，連合王国の預金額にたいする貨幣の絶対的支配にいさ
さかも影響しないであろう。……そして，この単純な理由から，一連の譲渡に
よって，確定できないような預金額にまで増大するという例にとられた同
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じ１０００ポンド・スターリングが，それの行程を逆戻りすれば，同じように確
定できない金額を同じように容易に決済することができるであろう｡」
1）〔手稿異文〕ここに，「第１の場合には〔……〕にちがいない」と書いたの
ち，消している。
2）〔手稿異文〕「{このことは，……からである)｡｣－｛）（草稿では角括弧）
で囲まれたここまでの部分には，赤鉛筆で１本の縦の抹消線が引かれている。
〔これはエンゲルスによるものと思われる｡〕
3）｛｝で囲まれたここまでの部分は，エンゲルス版では抹消されている。
4）「100」－後注５および６の箇所もそうであるが，草稿では，『通貨理論
論評……』の原文と同じくいずれも「100」となっているにもかかわらず，
ＭＥＧＡはこれを「1000」に変更しており，しかもこの変更を訂正目録に記載
していない。エンゲルス版でも，３箇所とも「1000」となっている。これは，
すぐ前に「1000」という数字があるところから，マルクスの誤記と勘違いした
ものであろう。
5）「100」－前注４を見よ。
6）「100」－前注４を見よ。
7）草稿では，「通貨問題論評，云々』と誤記されている。ＭＥＧＡでは，テキ
ストでは訂正したうえで，その旨を訂正目録に記載すべきところであるが，誤
記のままになっている。
8）なお，『通貨理論論評……』での原文は，マルクスの引用で省かれた部分を
含めて，次のようになっている。
ItisunquestionalblytruethattheJelOOOwhichyoudepositatAto-day 
maybe7e-Lssuedto-morrow，ａｎｄｆｏｒｍａｄｅｐｏｓｉｔａｔＢＴｈｅｄａｙａｆｔｅｒ 
ｔhat，re-issuedfromB,ｉｔｍａｙｆｏｒｍａｄｅｐｏｓｉｔａｔＣ；andre-issuedfrom 
C，ｍａｙｂｅａｇａｉｎｄｅｐｏｓｉｔｅｄａｔＤ，ａｎｄｓｏｏｎｔｏｉｎｆｉｎｉｔｕｄｅ；ａｎｄｔｈａｔｔｈｅ 
ｓａｍｅＪｅｌＯＯＯｉｎｍｏｎｅｙｍａｙｔｈｕｓ，ｂｙａｓuccessionoftransfers，multiply 
itselfintoasumofdepositsabsolutelyindefinite・Itispossible，there‐
fore，thatnine-tenthsofallthedepositｓｉｎｔｈｅｕｎｉｔｅｄｋｉｎｇｄＯｍｍａｙ 
ｈａｖｅｎｏｅｘistencebeyondtheirrecordinthebooksofthebankerswho 
arerespectivelyaccountableforthem：ａｎｄｎｏｓｔｒｏｎｇｅｒevidenceofsuch 
aprobabilitycoulｄｂｅａｄｄｕｃｅｄｔｈａｎｔｈｅｆａｃｔ，ｔｈａｔｗｉｔｈａｃｕｒｒｅｎｃｙ 
ｗｈｉｃｈ，ontheaverage，hasneverexceededthreemillions，thedeposits 
intheScottishbanksareestimatedatseue"αM-tuﾉe"bﾉmillionsster-
ling、Itisalsobeyonddoubt，thatifallthedepositorsinGreatBritain
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andlrelnadwereseizedwithasimultaneousimpulse，ａｎｄｃａｍｅａｓ 
ｏｎｅｍａｎ，ａｎｄａｔｔｈｅｓａｍｅｍｏｍｅｎｔｏｆｔｉｍｅ，todemandtheirdeposits 
backagain，ｔｈｅｄｅｍａｎｄｃｏｕｌｄｎｏｔｂｅｍｅｔ，－ｎｏｍｏｒｅｔｈａｎｔｈｅｐｕｂｌｉｃ 
ｄｅｂｔｏｆＥｎｇｌａｎｄｃｏｕｌｄｈａｖｅｂｅｅｎｒａｉｓｅｄｉｎａｓｉｎｇｌｅｄａｙ，ｈａｄａｌｌｔｈｅ 
ｍｏｎｅｙｗｈｉｃｈｈａｓｂｅｅｎｉｎｅｘiｓｔｅｎｃｅａｔａｎｙｏｎｅｔｉｍｅsincethecreation 
oftheworld，ｂｅｅｎputinrequisitionforthepurpose、
Nevertheless，nothingshortofthecontingencysuggested，－asimul-
taneouswithdrawalofalｌｔｈｅｄｅｐｏｓｉｔｓｉｎｔｈｅｕｎｉｔｅｄｋｉｎｇｄｏｍ，and 
thereforeanimpossibility，－wouldintheslightestdegreeaffecｔｔｈｅ 
ａｂｓｏｌｕｔｅｃｏｍｍａｎｄｏｆｍｏｎｅｙ，ｔｏｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｈｉｓｄｅｐｏｓｉｔ，ｗｈｉｃｈｉｓ 
ｅｎｊｏｙｅｄａｔａｌｌｔｉｍｅｓｂｙｅｖｅｒydepositor；andforthissimplereason， 
ｔｈａｔｔｈｅｓａｍｅＪｅｌＯＯＯｗｈｉｃｈｈａｓｂｅｅｎｉnstancedasmultiplyingitseH，by 
oneseriesoftransfers，intoanindefinitesumofdeposits，would，if 
sentbackuponitstravels，ｃａｎｃｅＺｗｉｔｈｔｈｅｓａｍｅｆａｃｉlityasumequally 
indefinite・ＡｓｔｈｅｓａｍｅＪｅｌＯＯｗｉｔｈｗｈｉｃｈｙｏｕｃａncelyourdebttoa
tradesmanto-day，maycancelhisdebttothemerchantto-morrow，the 
merchant'ｓｄｅｂｔｔｏｔｈｅｂａｎｋｔｈｅｄａｙｆｏｌｌｏｗｉｎｇ，ａｎｄｓｏｏｎｗｉｔｈｏｕｔｅｎｄ； 
ｓｏｔｈｅｓａｍｅＪｅｌＯＯｍａｙｐａｓｓｆｒｏｍｈａｎｄｔｏｈａｎｄ，ａｎｄｂａｎｋｔｏｂａｎｋ，and 
cancelanyconceivablesumofdeposits．〔マルクスの引用はここまでの部
分であるが，このパラグラフのこれ以降は次のようになっている｡〕Togono
farther，ｔｈｅｎ，thanthedepositsofbankers，weareatoncepresented 
wichareceptaclecapableofcontainingamightｉｅｒｖｏｌｕｍｅｏｆｍｏｎｅｙ， 
initslatentform，ｔｈａｎｈａｓｅｖｅｒｙｅｔｂｅｅｎａｃｃｕｍｕｌａｔｅｄｉｎＥｎｇｌａｎｄ；for 
ifScotland，ｗｉｔｈｉｔｓｃｕｒｒｅｎｃｙｏｆｔけeemillions，ｈａｓｅｎｌａｒｇｅｄｉｔｓｄｅ－
ｐｏｓｉｔｓｔｏｎｉｎｅｔｉｍｅｓｔｈａｔａｍｏｕｎｔ，whatprodigiouscapacityofincreaｓｅ 
ｍｕｓｔｅｘｉｓｔｉｎａｃｕｒｒｅｎｃｙｌｉｋｅｔｈａｔｏｆＥｎｇｌａｎｄ，ｏｆｓｍｃＺＤﾉmillions1 
この信用制度〔Creditsystem〕では，すべてが２倍にも３倍にもなっ
て，たんなる幻想の産物に転化するのであるが，人々がやっとなにか確か
なものをつかんだと思う「準備ファンド」についても同じことが言える。
モリス（イングランド銀行、総裁)。２)＿「私営銀行業者たち3)の①準
備は②預金の形態でイングランド銀行の手のなかにあります。③流出4)の
最初の作用はただイングランド銀行だけに及ぶように見えますが，しかし
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それはまた，私営銀行業者たち5)の準備にも影響を及ぼすでしょう。とい
うのは，それは，彼らがイングランド銀行のなかにもっている準備の一部
分の引き出し6)なのだからです。④まったく同様に，それはすべての地方
銀行の準備に影響するでしょう｡」（『商業の不況｣，1847-48年。〔第3639
号および第3642号｡〕）だから，結局，《現実の》「準備ファンド｣7)はイン
グランド銀行の「準備ファンド」に帰着するのである。８）しかし同行で
は，この準備ファンドがこれまた「二重化」される。９)銀行部の「'0)準備
ファンド｣'0)は，イコール，同行が発行の権限をもっている銀行券〔のう
ちの〕U)流通のなかにある銀行券を越える超過分，である。12)13)銀行券の
法定最高限度M)は，イコール，140015)万〔ポンド．スターリング〕（こ
れには地金準備'6)は不要であって，イコール同行に対する国家の債務で
ある17)）・プラス１８）．同行の地金保有高19)である。だから，もしこの保
有高がたとえば20)イコール１４００ポンド。スターリングならば，同行は
280021)万ポンド・スターリングの銀行券を発行する22)のであって，もし
そのうち2000万23)が流通しているなら，銀行部の準備ファンドはイコー
ル8002ｲ)万である。２５)この80026)万の銀行券は（法律上）同行が自由にで
きる銀行業資本〔dbankingCapital〕27)であり，また同時に同行の預金
のための「28)準備ファンド｣28)でもある。ところで，地金の流出29)が生じ
て，そのために金保有高30)がたとえば３Ｄ60032)万だけ減少するとすれば
(33)その代わりに同額の銀行券が廃棄されなければならない)鋼)，銀行部の
準備は80035)万から200万に減少するであろう。３６)一方では，同行はその
利子率を非常に引き上げるであろう。他方では，同行に預金していた銀行
業者｛37)およびその他の預金者}37)は，同行にたいする彼ら自身の貸し勘
定のための準備ファンドが非常に減少していることを知るであろう。１８５７
年に38)４大株式銀行は，もしイングランド銀行が，⑤1844年の銀行法39)を
停止する「政府書簡」をせびり取らないなら，自分たちの預金を引き上げ
る40)，と言っておどした。もしそれをやられたなら，銀行部は破産してい
たであろう。だから，《1847年41)のように，》流通銀行券の党換性の保証
｢銀行資本の構成部分」（｢資本論』第３部第29章）の草稿について４７
として地金部４２)〔発券部〕には何百万〔ポンド・スターリングの地金〕が
ありながら（たとえば1847年には佃)８００万〔ポンド・スターリングの地
金〕があった),回銀行部が破産することがありうるのである。しか
しこのことM)も，これはまたこれで幻想的である。’４５）
①〔注解〕この強調はマルクスによるもの。
②〔注解〕この強調はマルクスによるもの。
③〔注解〕「流出の最初の作用はただイングランド銀行だけに及ぶように見え
る」－「〔商業の不況〕……第１報告』では，「流出の作用は，最初は，イン
グランド銀行への作用のよう見える｣，となっている。
④〔注解〕「まったく同様に，金の流出はすべての地方銀行の準備に影響するで
あろう」－『〔商業の不況〕……第１報告』では，「金の流出は国中いたると
ころのすべての銀行業者の準備に影響するであろう｣，となっている。
⑤〔注解〕〔ＭＥＧＡ,１１/4.2,〕473ページ３２行への注解を見よ。〔473ページ３２
行への注解では，1844年の銀行法について，「この銀行法についてエンゲルス
は次のように書いた」として，エンゲルスが彼の版の第３４章で，彼による挿
入であることを明記した彼によるこの銀行法についての説明（ＭＥＷ，Ｂｄ２５，
Ｓ569-571）を引用している｡〕
｢イングランド銀行｣－ＭＥＧＡでは強調されていない。見落しであろう。1） 
2） ｢モリス（イングランド銀行')総裁)｡」→「ふたたびイングランド銀行総裁
モリス氏の言うことを聞いてみよう｡」
3）「銀行業者たち」→「諸銀行」
4）「流出」→「金流出」
5）「私営銀行業者たち」→「他の諸銀行」
6）「引き出し」→「流出」
7）「現実の「準備ファンド」〔dwirkliche,,Reservefonds"〕」〔単数〕→「準
備ファンド〔dieReservefonds〕」〔複数〕
8）・エンゲルス版では，ここに，エンゲルスによるものであることを明記した次
の脚注がつけられている。－「こういうことがその後さらに進んでいるとい
うことは，1892年１２月１５日付の「デイリ・ニューズ」紙所載の公報に見ら
れる，１８９２年１１月のロンドンの１５大銀行の，次のような銀行準備勘定に示
されている。
4８ 
現金準備銀 行 名 百分比
８．０１ 
１１．４７ 
１１．２１ 
１２．４６ 
15.50 
13.58 
10.62 
12.79 
９．７０ 
１２．７７ 
１１．０１ 
11.93 
１３．０７ 
１４．８４ 
ンナイ
キャピタル･エンド･カウンティーズ
インピアリアル
ロイズ
ロンドン･エンド･ウェストミンスター
ロンドン･エンド･サウス･ウェスタン
ロンドン・ジョイント・ストック
ロンドン・エンド・ミッドランド
ロンドン・エンド・カウンティ
ナショナル
ナショナル・プロヴィンシアル
パーズ・エンド・ジ・アライアンス
プレスコット・エンド・カンパニー
ユニオン・オブ・ロンドン
ウィリアムズ･ディーコン･エンド・
マンチェスター
計
Ｊｅ９３１７６２９ 
〃１１３９２７４４
〃３９８７４００
〃２３８００９３７
〃２４６７１５５９
〃５５７０２６８
〃１２１２７９９３
〃８８１４４９９
〃３７１１１０３５
〃１１１６３８２９
〃４１９０７３８４
〃１２７９４４８９
〃４０４１０５８
〃１５５０２６１８
Ｊｅ７４６５５１ 
〃１３０７４８３
〃４４７１５７
〃２９６６８０６
”３８１８８８５ 
〃８１２３５３
〃１２８８９７７
〃１１２７２８０
〃３６００３７４
〃１４２６２２５
〃４６１４７８０
〃１５３２７０７
〃５３８５１７
〃２３０００８４
１〃１０４５２３８１ 〃１３１７６２８ 1２．６０ 
－
１１．９７ Je232655823 JＥ２７８４５８０７ 
この約２８００万の準備のうち，どんなに少なく見積もっても，２５００万はイ
ングランド銀行に預金されており，せいぜい300万が現金で１５の銀行自身の
金庫のなかにある。ところが，イングランド銀行の銀行部の現金準備は，同
じ１８９２年１１月には１６００万に達したことは一度もなかったのである１－
Ｆ・ＥＪ
上の表の数字は1894年版でのものである。ＭＥＷでは，「百分比」の数字の
うちロイズのそれが「1122」に，ロンドン・エンド・サウス・ウェスタンの
それが「14.58」に，パーズ・エンド・ジ・アライアンスのそれが「11.98」
に，それぞれ修正されている。これは，「負債」および「現金準備」の数字に
もとづいてなされたものではないかと思われるが，かりにそうだとすると，ロ
イズの場合はもとの1894年版の数字の「11.21」のほうが正しいうえ，さら
に，プレスコット・エンド・カンパニーの「13.07」は「13.33」に，ウイリア
ムズ・デイーコン・エンド・マンチェスターの「12.60」は「12.61」に，それ
ぞれ修正されるべきところであった。1894年版での「負債」と「現金準備」
との原数字そのものが正しかったかどうか，ということを含めて，このような
ちぐはぐが生じた原因を筆者はまだつきとめえていない。
９）「同行では，この準備ファンドがこれまた「二重化」される｡」→「この準備
ファンドもまた二重の存在をもっている｡」
10）「「」および「」」－削除。
「銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について４９
１１）「〔のうちの〕」－－草稿のこの部分には，エンゲルス版でのように，次の
〔der〕の補足が必要であろう。－dUeberschuB〔der〕Noten，ｄｉｅｄ・
Bankberechtigtistauszugeben，UberdinCirculationbefindlichen 
Noten 
l2）〔手稿異文〕ここに，「同行は〔……〕〔発〕行する〔DieBankgiebt〕」と
書いたのち，消している。
13）挿入一「発行可能な」
14）〔手稿異文〕「最高限度」←「発［行高]」
15）〔手稿異文〕「1400」←「1200」
16）「地金準備」→「金属準備」
17）「イコール同行に対する国家の債務である」‐÷「これは同行にたいする国家
の債務金額にほぼ等しい」
18）草稿で(」ｂここに，不要の「銀行券＝」という記載がある。
19）「地金保有高〔Bullionvorrath〕」→「貴金属保有額〔BetragdesEdeL
metallvorrats〕」
20）「たとえば」－削除。
21）〔手稿異文〕「2800」←「2600」
22）挿入一「ことができる」
23）〔手稿異文〕「2200」←「2000」〔ＭＥＧＡでは，異文目録にこのような異文
を記載し，テキストでは「2200」としている。しかしここは，エンゲルス版で
のように「2000」とあるべきところである｡〕
24）〔手稿異文〕「800」←「600」
25）挿入一「この場合,」
26）〔手稿異文〕「800」←「600」
27）「銀行業資本〔bankingCapital〕」→「銀行業者資本〔Bankierkapital〕」
28）「「」および「」」－削除。
29）「地金の流出」－－「金流出」
30）「金保有高」→「金属保有高」
31）「たとえば」－削除。
32）〔手稿異文〕「600」←「400」
33）「（」→「－」
34）「）」－－「－」
35）〔手稿異文〕「800」←「600」
36）〔手稿異文〕ここに，「一方では」と書いたのち，それを消し，さらに「もち
ろん地金輸出者たちは自分の銀行業者のもとにある預金にあてて〔……〕振出
5０ 
す」と書いて，これも消している。
37）「（」および「）」－削除。
38）挿入一「ロンドンの」
39）エンゲルス版では，ここに，エンゲルスによるものであることを明記しない
で，彼による次の脚注がつけられている（1894年のエンゲルス版では，エン
ゲルスによるものであることがわからなかった)。－「1844年の銀行法の停
止は，イングランド銀行が自己の手中にある金蓄蔵貨幣による保証を顧慮しな
いで任意の額の銀行券を発行することを許すものである。つまり任意の額の紙
製の架空貨幣資本を創造し，これで諸銀行や手形仲買人に前貸をし，またこれ
らの手を経て商業に前貸をすることを許すのである｡」なお，現行版では，｛）
で囲むことによって挿入であることが示されているが，末尾に「Ｆ､Ｅ・」と記
されていない。
40）「引き揚げる〔zurUckziehn〕」→「取り立てる〔einfordern〕」
41）〔手稿異文〕「1847年」←「1848年」
42）「地金部」→「発券部」
43）〔手稿異文〕「1847年には」←「当時は」
44）「このこと〔diess〕」－これは，発券部にある地金が流通銀行券の党換性
の保証となっている，ということであろう。
45）〔手稿異文〕マルクスはこの〔339〕ページの末尾にあとから「この点につい
ての続きは,２ページあとの二以下のところを見よ｡」という指示を記した。
実際に340aページにＳというしるしがあるので，そこの本文をここにもって
きておく。〔草稿の３４０ページの次のページにはページづけがない。ＭＥＧＡ
では［340a］というページをつけている｡〕
/[340a]下/ｎ＄預金および準備ファンドについて－ビル・ブロー
カー。２)「とはいえ,3)銀行業者自身が直接に必要としない｛預金の｝大き
な部分がピル゛ブローカー｡)の手に渡り，彼らは見返りとして銀行業者
に，銀行業者による前貸額にたいする担保として，自分たちがすでにロン
ドンやこの国のさまざまの部分5)の人々のために割引した商業手形を与え
る。ビル・ブローカーは銀行業者にたいしてこの当座借り〔moneyat
Call〕6)の支払7)の義務を負っている。そしてこのような取引が大きな金額
になっていることは，イングランド銀行8)の現総裁ニーヴ氏が，その証言
のなかで次のように言っているほどである。「私どもは，あるブローカー
｢銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について５１
が500万もっていたことを知っておりますし，また，もう１人は800万か
ら１０００万をもっていたと推定する根拠をもっています。ある１人は４００
万，もう１人は350万，第３の１人は800万以上をもっていました。私が
言っているのは，ブローカーに預託された預金のことです｡｣」（｢1844年
……の銀行法の効果を調査するために任命された下院特別委員会からの
報告｣，1857-58年｡9)〔別付Ｖページ，第８項｡〕）（1858年印刷｡)１０)１１）
｢《①(ロンドンの)》ビル・ブローカーたちは……②少しも現金準備なしで
巨額の取引を行なった。彼らは，支払期日がくる自分の手形が減少するこ
と'2)をあてにしていたか，あるいは窮地に陥ったときには，保有割引手
形を担保にして'3)イングランド銀行から前貸を受けるという自分の力を
あてにしていたのである｡」（同上M)。〔別付Ｖ、ページ，第１７項｡〕）「ロ
ンドンにある二つのビル・ブローカー商会は1847年に支払を停止した。
その後両方とも取引を再開した。両商会は1857年にもふたたび停止した。
一つの商会の負債は1847年には概数で2,683,000ポンド・スターリング
で，そのときの資本は１８０，０００ポンド・スターリングだった。１８５７年に
はその負債は5,300,000ポンド・スターリングだったが，資本のほうは
……おそらく1847年当時の額の４分の１よりも多くはなかった。もう一
つの商会の負債は，どちらの停止期にも１５)３００万から４００万で，資本は
45,000ポンド・スターリングを超えていなかった｡」（同前報告，〔別付
ＸＸＩページ，〕第５２項｡)16Ｖ
①〔注解〕「(ロンドン)」－マルクスによる挿入。
②〔注解〕この強調はマルクスによるもの。
1）前パラグラフの注４５に記載されているマルクスの指示にしたがって，草稿
の［340a]ページの該当部分をここにもってきた。エンゲルス版でも同じ処理
が行なわれている。
2）「歪預金および準備ファンドについて－１二ZL-2-ﾌﾞﾛｰｶｰ｡」－削除。
3）「とはいえ，」－削除。
4）挿入一「」（文字どおりには手形仲買人，事実上は半ば銀行業者）「」
5２ 
5）「この国のさまざまの部分」→「地方」
6）挿入一「」｛請求により即時返済されうる貨幣）「」
7）「支払」→「返済」
8）マルクスが引用している原文ではtheＢａｎｋ（草稿ではＢｋ）であって，こ
れがイングランド銀行を指すことは明らかであるが，エンゲルス版では，その
ドイツ語訳のｄｉｅＢａｎｋのあとにvonEnglandという語を補足して，そのこ
とをさらに明確にしている。
9）「『1844年……の銀行法の効果を調査するために任命された下院特別委員会
からの報告』，1857/５８年｡」→「『銀行法委員会報告』，1857/５８年，別付Ｖ
ページ，第８項｡」
10）「(1858年印刷｡)」－削除。
11）エンゲルス版では，ここで改行されている。
12）「支払期日がくる自分の手形が減少すること〔therunoffoftheirbills
fallingdue〕」－エンゲルス版のドイツ語訳では，Eingiingevonihren
nachundnachverfallendenWechseln（次々に満期になっていく手持ちの
手形からの入金）となっている。
13）「保有割引手形を担保にして〔onthesecurityofbillsunderdisCount〕」
－「彼らが割引した手形を預託して〔gegenDepotdervonihnendiskon-
tiertenWechsel〕」
14）挿入一「，別付Ｖ111ページ，第17項」
15）「どちらの停止期にも」→「どちらの場合にも」
16）〔手稿異文〕ここに「+００」と書いたのち，消している。
～－－ 
（1995年５月８，日）
正誤表
｢｢利子と企業者利得」の草稿について」（本誌第57巻第１号，1989年）
５７ページ下から３行目「誤語」→「訳語」
｢｢貨幣資本の蓄積」の草稿について」（本誌第57巻第４号，1990年）
139ページ上から９行目「『資本論』」→「｢『資本論』」
１７３ページ上から８行目「にたいるす」→「にたいする」
｢｢流通手段と資本」の草稿について」（本誌第６１巻第３号，1994年）（筆者の不注
意から，原稿での次の誤記をそのまま残してしまった。訂正をお願いする｡）
２１２ページ上から７行目「の区別はそして」→「の区別は，そして」
｢銀行資本の構成部分」（『資本論』第３部第29章）の草稿について５３
８行目注番号「ｲ)」を削除する。
９行目注番号「5)」を「4)」に変更し，「6)」を削除する。
「〔）〕」→「のであるが」
２１２ページ上から２，７，８（2箇所)，１６，１８，１９，２２行目
「1994年版」→「1894年版」
215ページ下から８行目注４を削除する。
７行目注番号「5)」を「4)」に変更する。
２行目「流通手段」→「流通手段とのあいだの諸区別」
216ページ上から２行目注６を削除する。
｢『資本論』第３部第１稿のＭＥＧＡ版について」（本誌第62巻第２号，1994年）
257ページ上から１１行目「〔異文目録」→「異文目録〔」
１２行目「〔訂正目録」→「訂正目録〔」
「〔注解」→「注解〔」
267ページ下から９行目「第４章」→「第５章」
１０行目「第５章」→「第６章」
１１行目「第６章」→「第７章」
268ページ下から１４行目「第５に」→「第６に」
